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再
論
郭
店
楚
簡

『
唐
虞
之
道
』

か
つ
て
筆
者
は
郭
店
楚
簡
『
唐
虞
之
道
』
に
つ
い
て
考
察
し
た

こ
と
が
あ
る
凡
l)°

だ
が
そ
の
後
、
前
稿
に
修
正
を
加
え
る
必
要

を
感
じ
た
の
で
、
こ
こ
に
再
論
す
る
次
第
で
あ
る
。
『
唐
虞
之
道
』

の
冒
頭
は
、
「
唐
虞
之
道
、
徊
而
不
徊
」
と
の
一
文
で
始
ま
る
。
写

真
版
と
釈
文
が
公
開
さ
れ
て
以
来
、
ほ
と
ん
ど
の
研
究
者
は
こ
の

文
章
の
二
句
目
を
「
祠
而
不
偲
」
と
釈
読
し
、
こ
れ
が
現
在
ま
で

多
数
意
見
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
周
鳳
五
氏
は
、

「
祁
」
と
「
不
偲
」
が
並
立
す
る
の
は
語
義
矛
盾
で
あ
り
、
当
該

句
は
「
祠
而
不
専
」
と
釈
読
す
べ
き
だ
と
す
る
見
解
を
提
起
し
た

斤
2)°

確
か
に
周
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
王
位
を
禅
る
」
行
為

と
「
王
位
を
伝
え
ざ
る
」
行
為
は
両
立
不
可
能
だ
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
「
罪
而
不
偲
」
と
釈
読
す
る
立
場
の
研
究

者
は
、
王
位
を
賢
者
に
禅
譲
し
て
、
わ
が
子
に
は
世
艇
さ
せ
な
い

と
の
意
味
に
解
釈
す
る
(it3)°

す
な
わ
ち
、
「
祠
」
の
対
象
を
賢
者
、

「
催
」
の
対
象
を
わ
が
子
と
、
一
句
内
で
対
象
を
変
更
す
る
わ
け

で
あ
る
。
筆
者
も
前
稿
で
は
こ
の
解
釈
を
採
用
し
た
上
で
考
察
を

行
っ
た
。

そ
れ
で
は
こ
の
二
通
り
の
解
釈
は
、
そ
の
い
ず
れ
が
正
解
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
最
近
筆
者
は
、
そ
も
そ
も
『
唐
虞
之
道
』
に
は
、

わ
が
子
に
王
位
を
譲
る
べ
き
か
否
か
と
の
問
題
意
識
が
全
く
存
在

し
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
。
と
す
れ
ば
、
「
偲
」
の
対
象
を
わ

が
子
と
す
る
解
釈
は
成
立
し
な
く
な
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
再

考
し
た
結
果
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
周
囲
の
賛
同
を
得
ら

れ
ず
に
孤
立
し
て
い
た
周
鳳
五
説
こ
そ
が
、
実
は
正
解
だ
っ
た
と

確
信
す
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
、
冒
頭
の
一
文
を
周
鳳
五
説

に
従
っ
て
解
釈
す
る
立
場
か
ら
、
改
め
て
『
唐
虞
之
道
』
に
示
さ

れ
る
禅
譲
論
の
特
色
を
考
え
直
し
て
み
た
い
。

内
容
の
検
討
に
入
る
前
に
、
先
ず
『
唐
虞
之
道
』
の
原
文
と
書

ー
禅
譲
論
の
特
色
|
`

『
中
国
出
土
文
献
研
究
2
0
1
0
』
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
号
〈
総
五
十
二
号
〉
）

平
成
二
十
三
年
二
月
一
ー
ニ
ニ
頁

浅

野

裕

(1) 



A 

唐
虞
の
や
り
方
は
、
（
賢
者
に
王
位
を
）
禅
譲
し
て
終
身
（
王

き
下
し
、
現
代
語
訳
を
意
味
上
の
段
落
に
区
切
っ
て
掲
げ
て
置
く
。

原
文
の
引
用
は
荊
門
市
博
物
館
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
（
沈
4
)

が
収
録

す
る
釈
文
に
基
づ
く
が
、
竹
簡
上
の
文
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め

た
。
な
お
諸
家
の
説
や
私
見
に
よ
っ
て
訂
正
を
加
え
た
箇
所
が
あ

る。

唐
虞
之
道
、
祠
而
不
専
。
党
舜
之
王
、
利
天
下
而
弗
利
也
。

祠
而
不
専
、
聖
之
」
(
1
)
盛
也
。
利
天
下
而
弗
利
也
、
仁
之

至
也
。
故
昔
賢
人
聖
者
如
此
。
身
窮
不
玲
凡
5つ
）
、
包
有
（
袢
6
)
」

(
2
)
而
弗
利
、
窮
仁
突
。
必
正
其
身
、
然
後
正
世
、
聖
道

備
突
。
故
唐
虞
之
園
回
図
元
7
1
)

」
(
3
)
也
。

ゆ
ず

唐
虞
の
道
は
、
禅
り
て
専
ら
に
せ
ず
。
党
舜
の
王
た
る
や
、

天
下
を
利
し
て
利
と
せ
ず
。
禅
り
て
専
ら
に
せ
ざ
る
は
、
聖

の
盛
ん
な
る
な
り
。
天
下
を
利
し
て
利
と
せ
ざ
る
は
、
仁
の

至
り
な
り
。
故
に
昔
の
賢
人
・
聖
者
は
此
く
の
如
し
。
身
は

'‘ろ'’

窮
す
る
も
玲
ま
ず
、
包
み
有
つ
も
利
と
せ
ざ
る
は
、
仁
を
窮

む
る
な
り
。
必
ず
其
の
身
を
正
し
て
、
然
る
後
に
世
を
正
さ

ば
、
聖
道
は
備
わ
る
。
故
に
唐
虞
の
興
る
は
此
く
の
如
き
な

り。

B
 

位
を
）
独
占
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
（
賢
者
に
王
位
を
）
禅

譲
し
て
終
身
（
王
位
を
）
独
占
し
な
い
や
り
方
は
、
最
高
の

聖
で
あ
る
。
天
下
に
利
益
を
与
え
よ
う
と
努
力
し
な
が
ら
、

（
王
と
し
て
天
下
を
所
有
す
る
こ
と
を
）
自
分
の
利
益
だ
と

考
え
な
い
の
は
、
仁
の
極
致
で
あ
る
。
そ
こ
で
古
代
の
賢
人

や
聖
者
は
、
こ
の
や
り
方
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
自
分
の

身
体
は
（
貧
賤
な
る
境
遇
の
た
め
に
）
困
窮
し
て
も
精
神
は

苦
悩
し
た
り
せ
ず
、
（
王
と
し
て
天
下
を
）
あ
ま
ね
く
所
有
し

て
も
そ
れ
を
自
分
の
利
益
だ
と
考
え
な
い
の
は
、
仁
を
極
め

尽
く
す
行
為
で
あ
る
。
必
ず
（
禅
譲
し
て
）
わ
が
身
を
正
し

た
後
に
世
に
（
有
徳
の
賢
者
を
貴
ぶ
べ
き
だ
と
い
う
）
正
し

い
規
範
を
示
す
な
ら
ば
、
聖
道
は
完
備
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ

唐
虞
は
こ
の
や
り
方
で
典
起
し
た
の
で
あ
る
。

夫
聖
人
上
事
天
、
教
民
有
尊
也
。
下
事
地
、
教
民
有
親
也
。

時
事
山
川
、
教
民
」

(
4
)
有
敬
也
。
親
事
祖
廟
、
教
民
孝
也
。

太
學
之
中
（
沈
8
)
、
天
子
親
歯
、
教
民
悌
也
。
先
聖
」
(
5
)
典

後
聖
、
考
後
而
績
先
（
沈
9
)
、
教
民
大
順
之
道
也
。

夫
れ
聖
人
の
上
は
天
に
事
う
る
は
、
民
に
尊
有
る
を
教
う
る

な
り
。
下
は
地
に
事
う
る
は
、
民
に
親
有
る
を
教
う
る
な
り
。

時
に
山
川
に
事
う
る
は
、
民
に
敬
有
る
を
教
う
る
な
り
。
親

(2) 



c
 ら

祖
廟
に
事
う
る
は
、
民
に
孝
を
教
う
る
な
り
。
太
学
の
中
、

,'へし

天
子
の
歯
に
親
し
む
は
、
民
に
悌
を
教
う
る
な
り
。
先
聖
と

後
聖
に
、
後
を
考
え
て
先
を
続
ぐ
は
、
民
に
大
順
の
道
を
教

う
る
な
り
。

聖
人
が
上
は
天
に
仕
え
る
の
は
、
民
に
尊
を
教
え
る
た
め
で

あ
る
。
下
は
地
に
仕
え
る
の
は
、
民
に
親
を
教
え
る
た
め
で

あ
る
。
時
節
に
山
川
に
仕
え
る
の
は
、
民
に
敬
を
教
え
る
た

め
で
あ
る
。
自
ら
宗
廟
に
仕
え
る
の
は
、
民
に
孝
を
教
え
る

た
め
で
あ
る
。
太
学
で
天
子
が
年
長
者
に
親
し
む
の
は
、
民

に
悌
を
教
え
る
た
め
で
あ
る
。
先
世
の
聖
人
と
後
世
の
聖
人

に
対
し
、
後
聖
（
の
事
跡
）
を
考
え
て
先
聖
（
の
遺
志
）
を

継
ぐ
の
は
、
民
に
（
死
者
を
葬
送
し
て
生
者
を
養
育
す
る
）

大
順
の
道
を
教
え
る
た
め
で
あ
る
。

尭
舜
之
行
、
愛
親
尊
賢
。
愛
」

(
6
)
親
故
孝
、
尊
賢
故
祠
゜

孝
之
方
、
愛
天
下
之
民
。
祠
之
偲
、
世
亡
隠
徳
。
孝
仁
之
覧
。
」

(
7
)

祠
義
之
至
也
。
六
帝
興
於
古
、
咸
由
此
也
。
愛
親
忘

賢
、
仁
而
未
義
也
。
尊
賢
」

(
8
)
逍
親
、
義
而
未
仁
也
。
古

者
虞
舜
篤
事
智
聰
、
乃
式
其
孝
、
忠
事
帝
党
、
乃
式
其
臣
。
」

(
9
)

愛
親
尊
賢
、
虞
舜
其
人
也
。
萬
治
水
、
盆
治
火
、
后

稜
治
土
、
足
民
義
由

l

(

‘
n
l
o
)

、
国
閲

l

（汁
Il

）
」
（
1
0
)
閉
裔
‘
菱

守
梨
、
教
民
遜
也
（
注
12)°

皐
陶
内
用
五
刑
、
出
式
兵
革
、
罪

軽
法
園
和
13)°

園
」

(12)
用
威
。
夏
用
文
、
征
不
服
也
。

愛
而
征
之
、
虞
夏
之
治
也
。
祠
而
不
専
、
義
恒
園
図

l

（注
14
）」

(
1
3
)
治
也
。

党
舜
の
行
は
、
親
を
愛
し
て
賢
を
尊
ぶ
。
親
を
愛
す
る
が
故

に
孝
、
賢
を
尊
ぶ
が
故
に
禅
る
な
り
。
孝
の
方
は
、
天
下
の

民
を
愛
す
。
禅
の
伝
は
、
世
に
隠
徳
亡
し
。
孝
は
仁
の
覧
な

み

り
。
禅
は
義
の
至
り
な
り
。
六
帝
の
古
え
に
興
る
は
、
咸
な

此
に
由
る
な
り
。
親
を
愛
し
て
賢
を
忘
る
る
は
、
仁
な
る
も

i
寸

未
だ
義
な
ら
ざ
る
な
り
。
賢
を
尊
び
て
親
を
遺
る
る
は
、
義

な
る
も
未
だ
仁
な
ら
ざ
る
な
り
。
古
者
、
虞
舜
の
篤
く
普
曖

の

っ

と

ま

こ

と

に
事
う
る
は
、
乃
ち
其
の
孝
に
式
る
な
り
。
忠
に
帝
党
に
事

う
る
は
、
其
の
臣
に
式
る
な
り
。
親
を
愛
し
て
賢
を
尊
ぶ
は
、

虞
舜
其
の
人
な
り
。
萬
は
水
を
治
め
、
益
は
火
を
治
め
、
后

稜
は
土
を
治
め
て
、
民
の
生
を
養
う
を
足
ら
し
む
。
伯
夷
の

礼
を
守
り
、
菱
の
楽
を
守
る
は
、
民
に
遜
を
教
う
る
な
り
。

tふ
ヽ

泉
陶
は
内
に
五
刑
を
用
い
、
出
だ
す
に
兵
革
を
式
い
、
軽
き

た
だ

を
罪
し
て
重
き
を
法
す
。
虞
は
威
を
用
う
。
夏
は
文
を
用
い

て
、
服
さ
ざ
る
を
征
す
る
な
り
。
愛
し
て
之
を
征
す
る
は
、

虞
夏
の
治
な
り
。
禅
り
て
専
ら
に
せ
ず
、
義
の
恒
な
る
は
虞

の
治
な
り
。

(3) 



党
舜
の
行
動
規
範
は
、
親
を
愛
し
て
賢
者
を
尊
ぶ
点
に
あ
る
。

前
者
は
天
下
の
民
を
愛
す
る
方
向
に
拡
延
し
、
後
者
は
世
の

中
に
埋
も
れ
た
有
徳
者
が
い
な
い
方
向
に
波
及
す
る
。
孝
は

仁
の
筆
頭
で
あ
り
、
禅
譲
は
義
の
極
致
で
あ
る
。
古
代
の
六

帝
は
皆
こ
の
や
り
方
で
典
起
し
た
の
で
あ
る
。
親
を
愛
し
て

賢
を
忘
れ
る
の
は
、
仁
で
は
あ
っ
て
も
義
で
は
な
い
。
賢
を

尊
ん
で
親
を
忘
れ
る
の
は
、
義
で
は
あ
っ
て
も
仁
で
は
な
い
。

そ
の
昔
、
虞
舜
が
厚
く
父
の
普
艘
に
仕
え
た
の
は
、
孝
の
規

範
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。
真
心
か
ら
帝
党
に
仕
え
た
の
は
、

臣
下
の
規
範
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。
愛
親
と
尊
賢
を
両
立
さ

せ
た
の
は
、
ま
さ
し
く
虞
舜
そ
の
人
で
あ
る
。
萬
は
水
を
治

め
、
益
は
火
を
治
め
、
后
稜
は
土
を
治
め
て
、
民
が
生
命
を

接
う
の
に
必
要
な
環
境
を
整
え
た
。
伯
夷
が
礼
法
を
守
り
、

菱
が
音
楽
を
守
っ
た
の
は
、
民
に
謙
遜
の
精
神
を
教
え
る
た

め
で
あ
る
。
泉
陶
は
国
内
で
は
五
刑
を
用
い
、
国
外
に
は
軍

隊
を
用
い
て
、
罪
の
軽
重
に
応
じ
て
刑
罰
を
加
え
た
。
虞
王

朝
は
（
五
刑
や
軍
隊
の
）
威
力
を
用
い
た
。
夏
王
朝
は
軍
事
力

を
用
い
て
、
ま
つ
ろ
わ
ぬ
者
ど
も
を
征
伐
し
た
。
こ
の
よ
う

に
（
天
下
の
民
を
）
愛
す
る
や
り
方
で
服
従
し
な
い
連
中
を

征
伐
す
る
の
が
‘
虞
王
朝
と
夏
王
朝
の
統
治
方
式
で
あ
っ
た
。

賢
者
に
禅
譲
し
て
終
身
（
王
位
を
）
独
占
し
た
り
せ
ず
、
常
に

義
を
保
ち
続
け
る
の
が
、
虞
王
朝
の
統
治
方
式
で
あ
っ
た
。

D 

古
者
発
昇
為
天
子
而
有
天
下
(
n
1
5
)
°
聖
以
遇
命
、
仁
以
逢
時
。

未
嘗
遇
圏
閏

l

和
16)

、
」
（
14)

屏
干
大
時
、
紳
明
牌
従
、
天
地

佑
之
。
縦
仁
聖
可
輿
、
時
弗
可
及
突
。
夫
古
者
」
(
1
5
)
舜
居

於
草
茅
之
中
而
不
憂
、
射
為
天
子
而
不
緊
°
舜
居
於
草
茅
之

中
而
不
憂
、
知
命
」
(
1
6
)
也
。
射
為
天
子
而
不
騒
、
不
流
也
。

求
乎
大
人
之
興
微
也
。
今
之
式
於
徳
者
、
未
」
(
1
7
)
年
不
式
。

君
民
而
不
瞬
。
卒
王
天
下
而
不
擬
。
方
在
下
位
、
不
以
匹
夫

為
」
(
1
8
)
軽
。
及
其
有
天
下
也
、
不
以
天
下
為
重
。
有
天
下

弗
能
盆
、
無
天
下
弗
能
損
。
極
仁
」
(
1
9
)
之
至
、
利
天
下
而

弗
利
也
。
祠
也
者
、
上
徳
授
賢
之
謂
也
。
上
徳
則
天
下
有
君

而
」
(
2
0
)
世
明
。
授
賢
則
民
興
教
而
化
乎
道
。
不
祠
而
能
化

民
者
、
自
生
民
未
之
有
也
。
」
(
2
1
)

む
か
し

古
者
、
尭
は
昇
り
て
天
子
と
為
り
て
天
下
を
有
つ
。
聖
に
し

て
以
て
命
に
遇
い
、
仁
に
し
て
以
て
時
に
遇
う
な
り
。
未
だ

ふ
さ

嘗
て
命
に
遇
わ
ず
し
て
、
大
時
に
屏
が
る
る
も
、
神
明
は
将

た
と

に
従
わ
ん
と
し
、
天
地
は
之
を
佑
く
。
縦
え
仁
聖
に
し
て
与

う
べ
き
も
、
時
は
及
ぶ
べ
か
ら
ず
。
夫
れ
古
者
、
舜
は
草
茅

の
中
に
居
る
も
憂
え
ず
、
射
ら
天
子
と
為
る
も
騒
ら
ず
。
草

茅
の
中
に
居
る
も
憂
え
ざ
る
は
、
命
を
知
れ
ば
な
り
。
射
ら

天
子
と
為
る
も
瞬
ら
ざ
る
は
、
流
さ
れ
ざ
れ
ば
な
り
。
大
人

(4) 



の
微
よ
り
興
る
を
求
む
る
な
り
。
今
之
れ
徳
を
式
い
ん
と
す

る
も
、
未
だ
年
な
ら
ざ
れ
ば
式
い
ず
。
民
に
君
た
ら
し
む
る

も
騎
ら
ず
。
卒
に
天
下
に
王
た
ら
し
む
も
擬
せ
ず
。
方
に
下

位
に
在
る
も
、
匹
夫
を
以
て
軽
し
と
為
さ
ず
。
其
の
天
下
を

有
つ
に
及
ぶ
や
、
天
下
を
以
て
重
し
と
為
さ
ず
。
天
下
有
る

も
益
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
天
下
無
き
も
損
す
る
こ
と
能
わ
ず
。

仁
を
極
む
る
の
至
り
は
、
天
下
を
利
し
て
利
と
せ
ざ
る
な
り
。

禅
な
る
者
は
、
徳
を
上
び
て
賢
に
授
く
る
の
謂
い
な
り
。
徳

を
上
べ
ば
則
ち
天
下
は
君
有
り
て
世
は
明
ら
か
な
り
。
賢
に

授
く
れ
ば
則
ち
民
は
教
に
興
り
て
道
に
化
す
。
禅
ら
ず
し
て

能
く
民
を
化
す
る
者
は
、
生
民
よ
り
未
だ
之
れ
有
ら
ざ
る
な

りそ
の
昔
、
党
は
天
子
の
地
位
に
登
っ
て
天
下
を
所
有
し
た
。

聖
な
る
資
質
を
備
え
て
天
命
に
巡
り
会
い
、
仁
な
る
資
質
を

備
え
て
天
の
時
に
巡
り
会
っ
た
の
で
あ
る
。
（
舜
は
）
い
ま
だ

天
命
に
巡
り
会
わ
ず
、
大
い
な
る
時
世
に
前
途
を
塞
が
れ
て

い
た
が
、
神
明
は
彼
に
付
き
従
お
う
と
し
、
天
地
は
彼
を
援

助
し
た
。
（
舜
は
）
た
と
え
仁
や
聖
な
る
資
質
を
備
え
て
い
て
、

（
天
子
の
地
位
を
）
与
え
る
べ
き
人
物
で
は
あ
っ
て
も
、
時

世
の
推
運
は
人
力
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
昔
、

舜
は
草
深
い
田
舎
で
経
ら
し
て
い
た
が
、
将
来
を
憂
え
た
り

せ
ず
、
自
ら
天
子
と
な
っ
て
も
瞬
っ
た
り
は
し
な
か
っ
た
。

草
深
い
田
舎
に
く
す
ぶ
っ
て
い
て
も
前
途
を
悲
観
し
な
か
っ

た
の
は
、
天
命
（
が
い
ま
だ
降
ら
ぬ
こ
と
）
を
自
覚
し
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
自
ら
天
子
と
な
っ
て
も
瞬
ら
な
か
っ
た
の

は
、
放
縦
に
流
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
（
自
分

の
後
を
継
ぐ
）
大
人
が
微
賤
の
身
分
か
ら
興
起
し
て
く
る
の

に
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
党
は
）
今
す
ぐ
有
徳
（
で
あ

る
舜
）
を
抜
擢
し
よ
う
と
考
え
た
が
、
ま
だ
そ
の
年
齢
に
達

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
登
用
し
な
か
っ
た
。
や
が
て
（
党
は

舜
を
）
民
の
君
長
に
任
命
し
た
が
、
縞
る
様
子
が
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
つ
い
に
天
下
に
王
と
し
て
君
臨
さ
せ
た
が
、
行
政
に

遅
滞
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
舜
は
卑
賤
の
身
分
だ
っ
た
と
き

も
、
自
分
が
匹
夫
だ
か
ら
と
い
っ
て
卑
下
し
た
り
せ
ず
、
天

下
を
所
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
天
下
を
自
分
に
と

っ
て
重
要
だ
と
は
考
え
な
か
っ
た
。
天
下
の
所
有
も
彼
に
と

っ
て
利
益
と
は
な
ら
ず
、
（
禅
譲
に
よ
る
）
天
下
の
喪
失
も
彼

に
と
っ
て
損
失
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
究
極
の
仁
と
は
、
天

下
に
利
益
を
も
た
ら
し
て
、
王
で
あ
る
こ
と
を
自
分
の
利
益

と
は
考
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
禅
譲
と
は
、
徳
を
尊
重
し
て

賢
者
に
王
位
を
授
け
る
行
為
を
言
う
。
徳
を
尊
重
す
れ
ば
、

天
下
に
は
有
徳
の
君
主
が
い
て
、
世
の
中
に
は
尚
賢
の
規
範

が
明
確
と
な
る
。
賢
者
に
王
位
を
授
け
れ
ば
、
民
は
教
化
に

(5) 
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よ
っ
て
善
導
さ
れ
、
正
し
い
道
を
歩
む
よ
う
に
な
る
。
禅
譲

の
方
式
を
採
用
せ
ず
に
民
を
よ
く
教
化
で
き
た
君
主
は
、
人

類
の
誕
生
以
来
い
た
例
が
な
い
の
で
あ
る
。

国
国
節
乎
肌
府
血
氣
之
情
(
n
1
7
)
、
養
性
命
之
正
、
安
命
而
弗

夭
、
養
生
而
弗
傷
、
知
四

l

陶
l

（沈

18
）」（

11)

之
正
者
、
能
以

天
下
祠
突
。
古
者
党
之
輿
舜
也
、
聞
舜
孝
、
知
其
能
養
天
下
」

(22)

之
老
也
。
聞
舜
悌
、
知
其
能
事
天
下
之
長
也
。
聞
舜

慈
乎
弟
、
国
国
圏
圏
図

Eln19)」（
23)
為
民
主
也
。
故
其

為
普
艘
子
也
、
甚
孝
。
及
其
為
党
臣
也
、
甚
忠
。
発
祠
天
下
」

(24)

而
授
之
。
南
面
而
王
天
下
、
而
甚
君
。
故
尭
之
祠
乎

舜
也
、
如
此
也
。
古
者
聖
人
二
十
而
」

(25)

冠
、
三
十
而
有

家
、
五
十
而
治
天
下
、
七
十
而
致
政
。
四
肢
倦
惰
、
耳
目
聰

明
衰
、
祠
天
下
而
」

(26)

授
賢
、
退
而
接
其
生
。
此
以
知
其

弗
利
也
。

夫
れ
唯
だ
肌
附
血
気
の
情
を
節
し
、
性
命
の
正
を
簑
い
、
命

を
安
じ
て
夭
せ
ず
、
生
を
養
い
て
傷
ら
ず
、
性
命
の
正
を
知

る
者
は
、
能
＜
天
下
を
以
て
禅
る
。
古
者
、
党
の
舜
に
与
う

る
や
、
舜
の
孝
な
る
を
聞
き
て
、
其
の
能
＜
天
下
の
老
を
養

う
を
知
る
な
り
。
舜
の
悌
な
る
を
聞
き
て
、
其
の
能
＜
天
下

の
長
に
事
う
る
を
知
る
な
り
。
舜
の
弟
に
慈
な
る
を
聞
き
て
、

其
の
能
＜
天
下
を
治
め
て
民
の
主
と
為
る
を
知
る
な
り
。
故

に
其
の
普
聰
の
子
為
る
や
、
甚
だ
孝
。
其
の
党
臣
為
る
や
、

甚
だ
忠
。
党
は
天
下
を
禅
り
て
之
に
授
く
。
南
面
し
て
天
下

に
王
た
る
や
、
而
ち
甚
だ
君
。
故
に
尭
の
舜
に
禅
る
や
、
此

く
の
如
き
な
り
。
古
者
、
聖
人
は
二
十
に
し
て
冠
し
、
三
十

に
し
て
家
を
有
ち
、
五
十
に
し
て
天
下
を
治
め
、
七
十
に
し

て
政
を
致
す
。
四
肢
は
倦
惰
し
、
耳
目
の
聡
明
は
衰
う
れ
ば
、

天
下
を
禅
り
て
賢
に
授
け
、
退
き
て
其
の
生
を
投
う
。
此
を

以
て
其
の
利
と
せ
ざ
る
を
知
る
な
り
。

ひ
た
す
ら
肌
隋
や
血
気
の
実
情
を
節
制
し
、
性
命
の
正
し
い

状
態
を
接
い
、
己
の
生
命
を
安
全
に
保
っ
て
夭
逝
し
た
り
せ

ず
、
生
命
を
保
全
し
て
損
な
わ
ず
、
性
命
の
正
し
い
在
り
方

を
熟
知
す
る
人
物
は
、
（
い
つ
ま
で
も
王
位
に
執
着
し
た
り
せ

ず
）
天
下
の
君
主
の
地
位
を
禅
譲
す
る
。
そ
の
昔
、
党
が
舜

に
王
位
を
与
え
た
際
に
は
、
舜
が
孝
だ
と
の
評
判
を
聞
い
て

は
、
彼
な
ら
ば
よ
く
天
下
の
老
人
た
ち
を
務
う
だ
ろ
う
と
察

知
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
舜
が
悌
だ
と
の
評
判
を
聞
い
て
は
、

彼
な
ら
ば
よ
く
天
下
の
正
長
た
ち
に
仕
え
る
だ
ろ
う
と
予
見

し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
舜
が
弟
に
慈
で
あ
る
と
の
評
判
を

聞
い
て
は
、
彼
な
ら
ば
よ
く
天
下
を
統
治
し
て
民
の
主
人
と

な
れ
る
だ
ろ
う
と
予
知
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
舜
は
普
艘

(6) 
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の
息
子
と
し
て
は
極
め
て
孝
で
あ
っ
た
。
ま
た
党
の
臣
下
と

し
て
は
極
め
て
忠
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
発
は
舜
に
禅
譲
し
て

天
下
を
授
け
た
の
で
あ
る
。
は
た
せ
る
か
な
舜
が
南
面
し
て

王
位
に
即
く
と
、
極
め
て
立
派
な
君
主
で
あ
っ
た
。
党
が
舜

に
禅
譲
し
た
経
緯
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
昔
、
聖
人
は
二
十
歳
で
成
人
し
、
三
十
歳
で
家
庭
を
持

ち
、
五
十
歳
で
天
下
を
統
治
し
始
め
、
七
十
歳
で
理
想
の
政

治
を
達
成
し
た
。
手
足
の
自
由
が
利
か
な
く
な
り
、
耳
目
の

聡
明
さ
が
衰
え
て
き
た
な
ら
ば
、
賢
者
に
王
位
を
禅
譲
し
、

隠
退
し
て
余
生
を
全
う
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
（
古

代
の
聖
人
が
）
天
下
に
王
た
る
こ
と
を
決
し
て
自
分
の
利
益

だ
と
は
考
え
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

虞
詩
日
、
大
明
不
出
、
萬
物
鍼
隠
(it20)°

聖
」
(
2
7
)
者
不
在

上
、
天
下
必
壊
。
治
之
至

n21)、
接
不
肖
。
乱
之
至
、
滅
賢
゜

仁
者
為
此
進
」
（
2
8
）
…
…
・
:
（
礼
22)
如
此
也
。
」
(
2
9
)

虞
詩
に
日
く
、
大
明
出
で
ざ
れ
ば
、
万
物
は
鍼
隠
す
。
聖
者

上
に
在
ら
ざ
れ
ば
、
天
下
は
必
ず
壊
る
と
。
治
の
至
り
は
、

不
肖
を
養
う
。
乱
の
至
り
は
、
賢
を
滅
ぼ
す
。
仁
者
は
此
に

進
む
を
為
し
、
…
…
…
此
く
の
如
き
な
り
。

虞
詩
に
は
こ
う
あ
る
。
日
月
が
天
に
昇
ら
な
け
れ
ば
、
万
物

は
縮
ん
で
閉
じ
籠
も
る
。
聖
者
が
君
主
の
地
位
に
い
な
け
れ

ば
、
天
下
は
必
ず
崩
壊
す
る
と
。
最
高
の
政
治
は
、
愚
か
者

さ
え
養
う
。
最
悪
の
混
乱
は
、
賢
者
す
ら
滅
ぼ
す
。
仁
者
は

こ
の
道
を
進
も
う
と
し
、
…
…
…
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

冒
頭
の
一
文
を
従
来
の
よ
う
に
「
唐
虞
の
道
は
、
禅
り
て
伝
え

ず
」
と
釈
読
す
る
な
ら
ば
、
『
唐
虞
之
道
』
は
能
力
本
位
の
賢
者
登

用
と
、
わ
が
子
へ
の
血
縁
世
襲
と
い
っ
た
、
二
つ
の
異
な
る
方
式

を
設
定
し
た
上
で
、
血
縁
世
襲
の
側
を
否
定
し
て
、
賢
者
へ
の
禅

譲
の
み
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
『
唐
虞
之
道
』

に
は
、
発
の
息
子
や
舜
の
息
子
に
関
す
る
記
述
が
全
く
見
当
た
ら

な
い
。
つ
ま
り
わ
が
子
へ
の
血
縁
世
襲
は
、
最
初
か
ら
選
択
肢
の

―
つ
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
『
唐
虞
之
道
』

に
は
、
賢
者
へ
の
禅
譲
か
、
血
縁
世
襲
か
と
い
っ
た
形
で
の
二
者

択
一
の
構
図
は
、
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。も

っ
と
も
『
唐
虞
之
道
』
が
血
縁
的
原
理
と
非
血
縁
的
原
理
の

問
題
を
全
く
扱
わ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
C
に
は
血
縁
的
原
理
で

あ
る
愛
親
と
非
血
縁
的
原
理
で
あ
る
尊
賢
の
関
係
が
、
次
の
よ
う

(7) 



党
舜
の
行
は
、
親
を
愛
し
て
賢
を
尊
ぶ
。
親
を
愛
す
る
が
故

に
孝
‘
賢
を
尊
ぶ
が
故
に
禅
る
な
り
。
孝
の
方
は
、
天
下
の

民
を
愛
す
。
禅
の
伝
は
、
世
に
隠
徳
亡
し
。
孝
は
仁
の
晃
な

り
。
禅
は
義
の
至
り
な
り
。
六
帝
の
古
え
に
興
る
は
、
咸
な

此
に
由
る
な
り
。
親
を
愛
し
て
賢
を
忘
る
る
は
、
仁
な
る
も

未
だ
義
な
ら
ざ
る
な
り
。
賢
を
尊
び
て
親
を
避
る
る
は
、
義

な
る
も
未
だ
仁
な
ら
ざ
る
な
り
。
古
者
、
虞
舜
の
篤
く
普
聰

に
事
う
る
は
、
乃
ち
其
の
孝
に
式
る
な
り
。
忠
に
帝
尭
に
事

う
る
は
、
其
の
臣
に
式
る
な
り
。
親
を
愛
し
て
賢
を
尊
ぶ
は
、

虞
舜
其
の
人
な
り
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
愛
親
（
仁
）
と
尊
賢
（
義
）
の
関
係
は
、
二
者

択
一
で
は
な
く
、
と
も
に
両
立
さ
せ
る
べ
き
関
係
に
あ
る
と
さ
れ

る
。
た
だ
し
両
立
と
は
言
っ
て
も
、
単
純
な
同
時
並
立
で
は
な
く
、

そ
こ
に
は
少
し
く
込
み
入
っ
た
関
係
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず

愛
親
の
側
は
、
舜
が
息
子
と
し
て
父
の
智
艘
に
孝
を
尽
く
す
局
面

で
の
み
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
一
方
の
尊
賢
は
、
自
ら
が
天
子
と
な

っ
た
後
に
、
党
が
舜
に
、
舜
が
萬
に
王
位
を
禅
譲
す
る
局
面
で
の

み
語
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
愛
親
は
、
い
ま
だ
王
と
な
ら
ず
野
に
在

っ
た
人
生
の
前
半
部
分
で
要
請
さ
れ
る
行
動
で
あ
り
、
尊
賢
は
王

に
語
ら
れ
る
。

と
し
て
天
下
統
治
を
達
成
し
終
え
た
人
生
の
後
半
部
分
で
要
請
さ

れ
る
行
動
な
の
で
あ
っ
て
、
前
後
二
段
構
え
の
構
造
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

一
応
は
こ
う
な
の
で
あ
る
が
、
「
親
を
愛
す
る
が
故
に
孝
」
と
か
、

「
孝
の
方
は
、
天
下
の
民
を
愛
す
」
と
、
愛
親
（
孝
•
仁
）
は
、

王
と
し
て
君
臨
し
た
後
も
、
天
下
統
治
に
有
効
に
機
能
す
る
倫
理

的
資
質
だ
と
さ
れ
る
。

E
は
こ
の
点
を
よ
り
明
確
に
述
べ
る
。

古
者
、
党
の
舜
に
与
う
る
や
、
舜
の
孝
な
る
を
間
き
て
、
其

の
能
＜
天
下
の
老
を
養
う
を
知
る
な
り
。
舜
の
悌
な
る
を
聞

き
て
、
其
の
能
＜
天
下
の
長
に
事
う
る
を
知
る
な
り
。
舜
の

弟
に
慈
な
る
を
聞
き
て
、
其
の
能
＜
天
下
を
治
め
て
民
の
主

と
為
る
を
知
る
な
り
。
故
に
其
の
普
艘
の
子
為
る
や
、
甚
だ

孝
。
其
の
党
臣
為
る
や
、
甚
だ
忠
。
党
は
天
下
を
禅
り
て
之

に
授
く
。
南
面
し
て
天
下
に
王
た
る
や
、
而
ち
甚
だ
君
。
故

に
党
の
舜
に
禅
る
や
、
此
く
の
如
き
な
り
。

こ
こ
で
は
愛
親
—
孝
は
、
発
が
舜
に
禅
譲
し
よ
う
と
決
意
し
た

動
機
の
―
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
愛
親
ー
孝
は
、
王
と

な
れ
る
基
礎
資
格
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
能
＜
天
下
の
老
を
養
う
」

形
で
天
下
を
利
す
る
方
向
に
拡
延
し
て
、
王
と
し
て
の
統
治
方
式

に
も
移
行
す
る
と
説
か
れ
る
。
こ
の
点
は
悌
や
慈
に
関
し
て
も
同
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様
で
あ
る
。

故
に
王
位
継
承
の
段
階
で
、
血
縁
的
原
理
と
非
血
縁
的
原
理
の

い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
と
の
構
図
は
、
そ
も
そ
も
『
唐
虞
之
道
』

に
は
存
在
せ
ず
、
王
位
継
承
の
局
面
で
は
、
非
血
縁
的
倫
理
で
あ

る
忠
を
基
礎
資
格
と
し
て
備
え
る
舜
へ
の
禅
譲
、
す
な
わ
ち
尊
賢

の
採
用
が
自
明
の
前
提
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
忠
や
義
、
尊
賢

と
い
っ
た
非
血
縁
的
原
理
が
、
舜
が
君
臣
関
係
に
組
み
込
ま
れ
た

後
や
、
理
想
の
天
下
統
治
を
達
成
し
た
後
に
初
め
て
姿
を
現
す
の

に
対
し
て
、
愛
親
・
仁
・
孝
・
慈
と
い
っ
た
血
縁
的
倫
理
は
、
在

野
の
時
期
と
王
の
時
期
と
を
問
わ
ず
、
一
貰
し
て
要
請
さ
れ
る
倫

理
と
な
っ
て
い
る
。
『
唐
虞
之
道
』
に
お
け
る
血
縁
的
原
理
と
非
血

縁
的
原
理
の
扱
わ
れ
方
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
以
上
、
王
位

継
承
に
関
し
て
両
者
の
い
ず
れ
を
選
択
す
べ
き
か
と
の
構
図
が
描

か
れ
な
い
の
は
、
当
然
の
結
果
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

わ
が
子
へ
の
血
縁
世
艇
か
、
賢
者
へ
の
禅
譲
か
と
い
っ
た
問
題

が
『
唐
虞
之
道
』
の
主
題
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
『
唐
虞
之
道
』
の

真
の
主
題
は
い
っ
た
い
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
説
く
鍵
は

「
天
下
を
利
し
て
利
と
せ
ず
」
「
天
下
を
利
し
て
利
と
せ
ざ
る
は
、

仁
の
至
り
な
り
」

(
A
)

と
か
、
「
仁
を
極
む
る
の
至
り
は
、
天
下

を
利
し
て
利
と
せ
ざ
る
な
り
」

(
D
)

「
此
を
以
て
其
の
利
と
せ
ざ

る
を
知
る
な
り
」

(
E
)
と
語
ら
れ
る
「
弗
利
」
で
あ
る
。

「
弗
利
」
と
は
、
「
其
の
天
下
を
有
つ
に
及
ぶ
や
、
天
下
を
以
て

重
し
と
為
さ
ず
。
天
下
有
る
も
益
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
天
下
無
き

も
損
す
る
こ
と
能
わ
ず
」

(
D
)

と
解
説
さ
れ
る
よ
う
に
、
天
下
を

所
有
す
る
王
の
地
位
に
価
値
を
認
め
ず
、
王
位
に
身
を
置
く
状
態

を
自
分
の
利
益
だ
と
考
え
な
い
行
為
を
指
す
。
で
は
な
ぜ
、
『
唐
虞

之
道
』
は
「
弗
利
」
を
強
調
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
『
唐

虞
之
道
』
が
、
王
は
終
身
王
位
を
独
占
し
た
り
せ
ず
、
生
前
に
賢

者
に
譲
位
し
て
隠
退
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

を
端
的
に
示
す
の
は
、

E
が
提
示
す
る
王
の
人
生
設
計
で
あ
る
。

古
者
、
聖
人
は
二
十
に
し
て
冠
し
、
三
十
に
し
て
家
を
有
ち
、

五
十
に
し
て
天
下
を
治
め
、
七
十
に
し
て
政
を
致
す
。
四
肢

は
倦
惰
し
、
耳
目
聡
明
は
衰
う
れ
ば
、
天
下
を
禅
り
て
賢
に

授
け
、
退
き
て
其
の
生
を
投
う
。
此
を
以
て
其
の
利
と
せ
ざ

る
を
知
る
な
り
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
古
代
の
聖
人
は
、
七
十
歳
で
念
願
の
政
治
を
実

現
し
た
後
、
身
体
や
精
神
の
衰
え
を
感
じ
た
な
ら
ば
引
退
し
、
賢

者
に
禅
譲
し
て
養
生
に
専
念
し
た
の
だ
と
語
ら
れ
る
。
も
し
王
位

に
在
る
こ
と
を
自
分
の
利
益
だ
と
考
え
、
死
ぬ
ま
で
王
で
居
続
け
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た
い
と
執
狩
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
人
生
設
計
を
実
践
す
る
こ
と
は

不
可
能
と
な
る
。
『
唐
虞
之
道
』
が
「
弗
利
」
を
強
調
し
た
の
も
そ

の
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
唐
虞
之
道
』
の
主
題
は
、
生
涯

王
で
あ
り
続
け
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
生
前
に
引
退
し
て
賢
者
に

禅
譲
す
べ
き
か
と
の
一
点
に
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
わ
が
子
へ
の

血
縁
世
襲
か
、
そ
れ
と
も
賢
者
へ
の
禅
譲
か
と
の
点
に
存
在
し
た

の
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
「
禅
り
て
伝
え
ず
」
が
主
題
で
は
な

く
、
「
禅
り
て
専
ら
に
せ
ず
」
が
主
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

E
が
「
夫

れ
唯
だ
肌
隋
血
気
の
情
を
節
し
、
性
命
の
正
を
養
い
‘
命
を
安
じ

て
夭
せ
ず
、
生
を
養
い
て
傷
ら
ず
、
性
命
の
正
を
知
る
者
は
、
能

＜
天
下
を
以
て
禅
る
」
と
、
養
生
と
禅
譲
を
連
結
さ
せ
て
説
く
原

因
も
、
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に
、
『
唐
虞
之
道
』
と
似
た
議
論
を
記

す
『
孟
子
』
万
章
上
篇
と
の
比
較
を
行
っ
て
み
よ
う
。

萬
章
問
日
、
人
有
言
。
至
於
萬
而
徳
衰
、
不
他
於
賢
而
偲
於

子
。
有
諸
゜
孟
子
日
、
否
、
不
然
也
。
天
輿
賢
則
典
賢
、
天

輿
子
則
輿
子
。
昔
者
舜
薦
萬
於
天
十
有
七
年
。
舜
崩
三
年
喪

畢
、
萬
避
舜
之
子
於
陽
城
。
天
下
之
民
従
之
、
若
尭
崩
之
後
、

不
従
党
之
子
而
従
舜
也
。
萬
薦
盆
於
天
七
年
。
萬
崩
三
年
喪

畢
、
盆
避
萬
之
子
於
箕
山
之
陰
、
朝
観
訟
獄
者
、
不
之
盆
而

之
啓
日
、
吾
君
之
子
也
。
謳
歌
者
、
不
謳
歌
盆
、
而
謳
歌
啓

日
、
吾
君
之
子
也
。
丹
朱
之
不
肖
、
舜
之
子
亦
不
肖
。
舜
之

相
党
、
馬
之
相
舜
也
、
歴
年
多
、
施
澤
於
民
久
。
啓
賢
、
能

敬
承
網
舜
之
道
。
盆
之
相
萬
也
、
歴
年
少
、
施
澤
於
民
未
久
。

舜
萬
盆
相
久
速
、
其
子
之
賢
不
肖
、
皆
天
也
。
非
人
之
所
能

為
也
。
莫
之
為
而
為
者
天
也
。
莫
之
致
而
至
者
命
也
。
匹
夫

而
有
天
下
者
、
徳
必
若
舜
萬
而
又
有
天
子
薦
之
者
。
故
仲
尼

不
有
天
下
。
（
中
略
）
周
公
之
不
有
天
下
、
猶
盆
之
於
夏
、
伊

手
之
於
殷
也
。
孔
子
日
、
唐
虞
祠
、
夏
后
殷
周
網
、
其
義
一

也。万
章
問
い
て
日
く
、
人
の
言
え
る
有
り
。
萬
に
至
り
て
徳
衰

え
、
賢
に
伝
え
ず
し
て
子
に
伝
う
と
。
諸
有
り
や
。
孟
子
日

く
、
否
、
然
ら
ざ
る
な
り
。
天
、
賢
に
与
う
れ
ば
則
ち
賢
に

与
う
。
天
、
子
に
与
う
れ
ば
則
ち
子
に
与
う
。
昔
、
舜
は
萬

を
天
に
薦
む
る
こ
と
十
有
七
年
な
り
。
舜
崩
じ
て
三
年
の
喪

畢
る
や
、
萬
は
舜
の
子
を
陽
城
に
避
く
。
天
下
の
民
の
之
に

従
う
こ
と
、
党
崩
ず
る
の
後
、
発
の
子
に
従
わ
ず
し
て
舜
に

従
う
が
若
し
。
萬
の
益
を
天
に
薦
む
る
こ
と
七
年
な
り
。
萬

崩
じ
三
年
の
喪
畢
る
や
、
益
は
萬
の
子
を
箕
山
の
陰
に
避
く
。

朝
観
訟
獄
す
る
者
は
、
益
に
之
か
ず
し
て
啓
に
之
き
て
日
く
、

吾
が
君
の
子
な
り
と
。
謳
歌
す
る
者
は
、
益
を
謳
歌
せ
ず
し

て
啓
を
謳
歌
し
て
日
く
、
吾
が
君
の
子
な
り
と
。
丹
朱
は
之
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れ
不
肖
に
し
て
、
舜
の
子
も
亦
た
不
肖
な
り
。
舜
の
党
に
相

た
る
、
馬
の
舜
に
相
た
る
や
、
年
を
歴
る
こ
と
多
く
、
沢
を

民
に
施
す
こ
と
久
し
。
啓
は
賢
に
し
て
、
能
く
敬
み
て
舜
の

道
を
承
継
す
。
益
の
馬
に
相
た
る
や
、
年
を
歴
る
こ
と
少
く
、

沢
を
民
に
施
す
こ
と
未
だ
久
し
か
ら
ず
。
舜
萬
益
の
相
た
る

の
久
速
と
、
其
の
子
の
賢
・
不
肖
と
は
、
皆
天
な
り
。
人
の

能
く
為
す
所
に
は
非
ざ
る
な
り
。
之
を
為
す
こ
と
莫
く
し
て

為
る
者
は
天
な
り
。
之
を
致
す
こ
と
莫
く
し
て
至
る
者
は
命

な
り
。
匹
夫
に
し
て
天
下
を
有
つ
者
は
、
徳
必
ず
舜
萬
の
若

く
に
し
て
、
又
た
天
子
の
之
を
薦
む
る
者
有
り
。
故
に
仲
尼

は
天
下
を
有
た
ず
。
（
中
略
）
周
公
の
天
下
を
有
た
ざ
る
は
、

猶
お
益
の
夏
に
於
け
る
、
伊
弄
の
殷
に
於
け
る
が
ご
と
き
な

り
。
孔
子
曰
く
、
唐
虞
は
禅
り
、
夏
后
・
殷
・
周
は
継
ぐ
も
、

其
の
義
は
一
な
り
と
。

門
人
の
万
章
は
、
萬
に
至
っ
て
発
・
舜
以
来
の
禅
譲
が
廃
止
さ

れ
、
わ
が
子
へ
の
血
縁
相
続
が
開
始
さ
れ
た
事
件
を
取
り
上
げ
る
。

こ
う
し
た
現
象
は
、
す
で
に
儒
家
の
間
で
禅
譲
に
ま
つ
わ
る
萬
の

事
跡
が
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
な
お
か
つ
そ
れ
が
「
萬
に
至
り
て

徳
衰
う
」
と
、
否
定
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
状
況
を
伝
え
て

い
る
。
そ
こ
で
万
章
は
、
こ
の
矛
盾
に
関
し
て
孟
子
に
解
答
を
求

め
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
す
る
孟
子
の
答
え
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

尭
の
子
・
丹
朱
も
舜
の
子
・
商
均
も
、
天
下
統
治
を
委
ね
る
に
は

足
ら
ぬ
不
肖
の
子
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
萬
の
子
の
啓
は
父
の
事

業
を
受
け
継
ぐ
に
足
る
賢
人
だ
っ
た
。
お
ま
け
に
舜
と
萬
が
宰
相

と
し
て
民
に
恩
沢
を
施
し
た
在
任
期
間
が
長
か
っ
た
の
に
対
し
て
、

伯
益
が
宰
相
だ
っ
た
期
間
は
わ
ず
か
に
七
年
で
、
天
下
の
人
心
を

帰
服
さ
せ
る
に
は
あ
ま
り
に
短
す
ぎ
た
。
こ
う
し
た
条
件
の
差
か

ら
、
舜
や
萬
の
場
合
は
天
下
の
人
心
は
先
王
の
子
に
向
か
わ
ず
に

彼
等
に
帰
し
、
伯
益
の
場
合
は
天
下
の
人
心
が
先
王
の
子
に
向
か

っ
て
、
彼
に
は
帰
さ
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
れ
が
舜
と
萬
が
禅
譲
に

よ
っ
て
王
位
に
就
く
一
方
、
伯
益
が
禅
譲
に
よ
っ
て
王
位
に
就
く

こ
と
が
で
き
ず
に
、
子
の
啓
が
血
縁
相
続
す
る
に
至
っ
た
原
因
で

あ
る
。
先
代
の
君
主
の
息
子
が
賢
で
あ
る
か
不
肖
で
あ
る
か
、
禅

譲
候
補
者
と
し
て
の
宰
相
の
在
任
期
間
が
長
い
か
短
い
か
と
い
っ

た
事
柄
は
、
す
べ
て
人
為
の
及
ば
ぬ
「
天
」
で
あ
り
「
命
」
で
あ

る
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
処
理
す
る
な
ら
ば
、
萬
に
も
伯
益
に
禅
譲
せ
ん
と

す
る
意
志
は
強
く
存
在
し
た
の
だ
が
、
伯
益
の
在
任
期
間
の
短
さ

や
、
啓
が
賢
だ
っ
た
と
の
事
情
が
大
き
く
作
用
し
て
、
結
果
的
に

禅
譲
の
遺
志
は
遂
げ
ら
れ
ず
に
、
血
縁
相
続
の
形
に
決
着
し
て
し

ま
っ
た
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
「
萬
に
至
り
て
徳
衰
う
」
と

の
否
定
的
評
価
を
回
避
で
き
る
。
つ
ま
り
孟
子
は
、
「
人
の
能
く
為
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す
所
に
は
非
ざ
る
」
天
と
、
「
致
す
こ
と
葵
く
し
て
至
る
」
命
を
持

ち
出
す
方
法
に
よ
り
、
禅
誤
と
血
縁
相
続
の
差
異
を
天
命
の
中
に

解
消
さ
せ
る
解
決
策
を
案
出
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
孟
子
は
孔
子
の
口
を
借
り
て
、
「
唐
虞
は
禅
り
、
夏
后
・

殷
・
周
は
継
ぐ
も
、
其
の
義
は
一
な
り
」
と
語
ら
せ
、
夏
・
殷
•

周
三
代
の
血
縁
相
続
を
も
一
括
し
て
承
認
す
る
。
も
し
『
唐
虞
之

道
』
の
よ
う
に
、
禅
譲
の
み
を
唯
一
絶
対
の
方
式
だ
と
見
な
す
立

場
に
固
執
す
る
な
ら
ば
、
儒
家
が
肯
定
で
き
る
先
王
は
わ
ず
か
に

党
と
舜
の
二
人
だ
け
と
な
り
、
馬
・
湯
・
文
・
武
な
ど
三
代
の
先

王
は
、
す
べ
て
排
斥
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

だ
が
そ
れ
で
は
、
「
子
日
く
、
萬
は
吾
間
然
す
る
こ
と
無
し
」
（
『
論

語
』
泰
伯
篇
）
、
「
子
日
く
、
周
は
二
代
に
監
み
て
、
郁
郁
乎
と
し

て
文
な
る
か
な
。
吾
は
周
に
従
わ
ん
」
（
『
論
語
』
八
伯
篇
）
、
「
子

貢
日
く
、
文
武
の
道
は
未
だ
地
に
墜
ち
ず
し
て
人
に
在
り
」
（
『
論

語
』
子
張
篇
）
な
ど
と
、
萬
や
文
•
武
を
賞
賛
す
る
孔
子
の
立
場

と
大
き
く
背
反
し
て
し
ま
う
。
孟
子
は
こ
う
し
た
危
険
性
を
も
充

分
認
識
し
た
上
で
、
す
べ
て
は
天
命
の
為
せ
る
業
で
、
唐
虞
と
三

代
の
間
に
何
ら
の
矛
盾
も
存
在
し
な
い
と
す
る
解
決
策
を
編
み
出

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
孟
子
と
万
章
の
諮
論
は
、
わ
が
子
へ
の
血
縁
世
襲

か
、
賢
者
へ
の
禅
誤
か
を
主
題
に
展
開
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
孟

子
は
、
「
丹
朱
は
之
れ
不
肖
に
し
て
、
舜
の
子
も
亦
た
不
肖
な
り
」

「
啓
は
賢
に
し
て
、
能
く
敬
み
て
舜
の
道
を
承
継
す
」
と
、
党
や

舜
や
萬
の
息
子
の
資
質
に
言
及
す
る
の
で
あ
り
、
「
萬
は
舜
の
子
を

陽
城
に
避
く
。
天
下
の
民
の
之
に
従
う
こ
と
、
発
崩
ず
る
の
後
、

尭
の
子
に
従
わ
ず
し
て
舜
に
従
う
が
若
し
」
と
か
、
「
益
は
馬
の
子

を
箕
山
の
陰
に
避
く
。
朝
観
訟
獄
す
る
者
は
、
益
に
之
か
ず
し
て

啓
に
之
き
て
日
く
、
吾
が
君
の
子
な
り
と
」
な
ど
と
、
天
下
の
人

心
が
先
王
の
息
子
と
禅
譲
候
補
者
の
ど
ち
ら
に
向
か
っ
た
の
か
を

問
題
に
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
『
唐
虞
之
道
』
に
は
、
党
や
舜
の
息
子
に
関
す

る
記
述
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
両
者
の
問
題
関
心

が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
状
況
の
反
映
で
あ
る
。
『
孟
子
』
の
側
は
、

「
萬
に
至
り
て
徳
衰
え
、
賢
に
伝
え
ず
し
て
子
に
伝
う
」
と
の
万

章
の
発
言
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
非
血
縁
の
禅
譲
方
式
か
、
血

縁
世
襲
方
式
か
と
い
っ
た
、
相
異
な
る
二
つ
の
原
理
の
対
立
を
正

面
か
ら
取
り
上
げ
る
。
し
か
る
に
『
唐
虞
之
道
』
の
側
で
問
題
に

さ
れ
て
い
る
の
は
、
血
縁
か
非
血
縁
か
と
い
っ
た
原
理
の
対
立
で

は
な
く
、
終
身
王
位
を
独
占
す
る
か
、
七
十
歳
を
過
ぎ
た
後
は
引

退
し
て
賢
者
に
禅
譲
す
る
か
と
い
っ
た
、
王
一
代
の
人
生
内
の
進

退
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
唐
虞
之
道
』
と
『
孟
子
』
と
で
は
主
題
が
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
両
者
の
間
に
は
も
う
―
つ
の
留

意
す
べ
き
相
違
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
禅
譲
が
い
つ
行
わ
れ
る
の
か
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と
の
時
期
の
問
題
で
あ
る
。
の
場
合
、
王
は
天
下
に
君
臨

し
て
自
ら
統
治
を
行
う
一
方
、
「
舜
は
馬
を
天
に
薦
む
る
こ
と
十
有

七
年
な
り
」
と
か
「
萬
の
益
を
天
に
薦
む
る
こ
と
七
年
な
り
」
と
、

禅
譲
候
補
者
を
選
定
し
て
宰
相
に
任
命
し
、
次
の
王
と
し
て
の
実

績
づ
く
り
に
励
ま
せ
る
。
そ
し
て
王
の
死
後
、
さ
ら
に
三
年
の
喪

が
あ
け
た
段
階
で
、
禅
譲
が
実
行
に
移
さ
れ
る
。
た
だ
し
そ
の
時

点
で
先
君
は
す
で
に
こ
の
世
に
い
な
い
か
ら
、
彼
の
造
志
が
そ
の

ま
ま
実
現
さ
れ
る
か
否
か
は
不
確
定
で
あ
る
。
そ
こ
で
天
下
の
人

心
が
禅
譲
候
補
者
に
帰
せ
ば
非
血
縁
の
禅
譲
が
行
わ
れ
、
先
君
の

息
子
の
側
に
向
か
え
ば
血
縁
世
襲
が
行
わ
れ
る
結
果
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
『
唐
虞
之
道
』
が
想
定
す
る
禅
譲
は
、
「
発
は
天

下
を
禅
り
て
之
に
授
く
」

(
E
)
と
、
王
が
生
存
中
に
、
自
ら
禅
譲

候
補
者
た
る
臣
下
に
王
位
を
譲
っ
て
引
退
す
る
形
を
取
る
。
す
な

わ
ち
王
位
の
生
前
授
与
で
あ
る
。
こ
の
時
期
を
め
ぐ
る
違
い
は
何

を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
両
者
の
決
定
的
な
違
い
は
、
禅
譲

候
補
者
へ
の
禅
譲
が
確
実
に
実
行
さ
れ
る
か
否
か
の
一
点
に
あ
る
。

禅
謡
が
先
君
の
死
後
に
実
行
さ
れ
る
方
式
で
は
、
予
め
先
君
に
指

名
さ
れ
て
い
た
人
物
が
確
実
に
王
位
に
就
く
保
証
は
な
い
。
だ
が

生
前
授
与
の
方
式
で
は
、
指
名
さ
れ
た
人
物
は
先
君
の
意
志
を
後

ろ
盾
に
確
実
に
王
位
に
就
き
、
自
ら
の
天
下
統
治
を
開
始
で
き
る
。

こ
う
し
た
違
い
が
あ
る
た
め
、
『
唐
虞
之
道
』
は
王
位
を
生
前
授

与
す
る
形
で
の
禅
譲
を
強
く
主
張
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で

は
、
『
唐
虞
之
道
』
が
こ
う
し
た
形
で
の
禅
譲
に
執
着
し
た
原
因
は

ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

儒
家
が
禅
譲
に
込
め
た
特
殊
な
思
い
入
れ
を
窺
わ
せ
る
の
は
、

次
に
示
す
『
墨
子
』
公
孟
篇
の
記
述
で
あ
る
。

公
孟
子
謂
子
墨
子
日
、
昔
者
聖
王
之
列
也
、
上
聖
立
為
天
子
、

其
次
立
為
卿
大
夫
。
今
孔
子
博
於
詩
書
、
察
於
證
栗
、
詳
於

萬
物
。
若
使
孔
子
嘗
聖
王
、
則
登
不
以
孔
子
為
天
子
哉
。
子

墨
子
日
、
夫
知
者
必
尊
天
事
鬼
愛
人
節
用
。
合
焉
為
知
芙
。

今
子
日
、
孔
子
博
於
詩
書
、
察
於
證
楽
、
詳
於
萬
物
。
而
日
、

可
以
為
天
子
。
是
敷
人
之
歯
而
以
為
富
。

公
孟
子
墨
子
に
謂
い
て
日
く
、
昔
者
、
聖
王
の
列
す
る

や
、
上
聖
は
立
て
て
天
子
と
為
し
、
其
の
次
は
立
て
て
卿
大

夫
と
為
す
。
今
、
孔
子
は
詩
書
に
博
く
‘
礼
楽
に
察
ら
か
に

し
て
、
万
物
に
詳
か
な
り
。
若
し
孔
子
を
し
て
聖
王
に
当
た

ら
し
め
ば
、
則
ち
登
に
孔
子
を
以
て
天
子
と
為
さ
ざ
ら
ん
や

と
。
子
墨
子
日
く
、
夫
れ
知
者
は
必
ず
天
を
尊
び
鬼
に
事
え
、

人
を
愛
し
て
用
を
節
す
。
焉
に
合
わ
ば
知
と
為
す
。
今
、
子

四
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日
く
、
孔
子
は
詩
書
に
博
く
、
礼
楽
に
察
ら
か
に
し
て
、
万

物
に
詳
ら
か
な
り
と
。
而
し
て
曰
く
、
以
て
天
子
と
為
す
べ

し
と
。
是
れ
人
の
歯
を
数
え
て
以
て
富
と
為
す
な
り
と
。

孔
子
の
門
人
で
あ
る
公
孟
子
は
、
墨
子
に
向
か
っ
て
次
の
よ
う

に
話
し
か
け
る
。
そ
の
昔
、
聖
王
が
天
下
の
序
列
を
定
め
ら
れ
た

と
き
に
は
、
上
聖
の
ラ
ン
ク
の
人
物
を
天
子
に
任
命
し
、
次
の
ラ

ン
ク
の
人
物
は
卿
や
大
夫
に
任
命
し
た
の
で
す
。
孔
子
は
「
詩
」

「
害
」
に
博
学
で
礼
楽
に
通
じ
、
万
物
に
も
博
識
で
し
た
。
だ
か

ら
も
し
孔
子
が
聖
王
の
御
代
に
生
ま
れ
て
い
れ
ば
、
ど
う
し
て
孔

子
を
天
子
に
任
命
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
や
。

公
孟
子
は
古
代
の
聖
王
は
上
聖
の
人
物
を
抜
擢
し
て
天
子
に
し

た
と
語
る
が
、
こ
れ
は
尭
や
舜
の
禅
譲
説
話
を
指
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
彼
は
、
も
し
孔
子
が
党
や
舜
の
よ
う
な
聖
王

の
時
代
に
遭
遇
し
て
い
れ
ば
、
必
ず
や
禅
譲
さ
れ
て
天
子
に
な
っ

た
は
ず
だ
と
主
張
す
る
。
公
孟
子
に
限
ら
ず
、
孔
子
の
門
人
た
ち

は
、
「
如
し
我
を
用
う
る
者
有
ら
ば
、
吾
は
其
れ
東
周
を
為
さ
ん
か
」

（
『
論
語
』
陽
貨
篇
）
と
の
師
匠
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
孔
子
は
天

子
と
な
る
べ
き
聖
人
だ
っ
た
と
宣
伝
し
て
ま
わ
っ
た
。
こ
の
場
合
、

一
介
の
民
間
人
に
す
ぎ
ぬ
孔
子
が
天
子
に
な
る
方
策
は
、
禅
譲
以

外
に
は
全
く
想
定
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
禅
譲
こ
そ
は
、
孔
子
に

天
子
へ
の
道
を
開
く
可
能
性
を
秘
め
た
、
唯
の
形
式
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

し
か
る
に
孔
子
が
周
の
天
子
か
ら
禅
譲
さ
れ
、
孔
子
王
朝
が
出

現
す
る
事
態
は
、
つ
い
に
訪
れ
な
か
っ
た
。
後
学
の
徒
の
胸
中
に

は
、
時
の
天
子
が
孔
子
の
偉
大
な
徳
を
見
抜
き
、
禅
譲
し
て
く
れ

さ
え
す
れ
ば
、
必
ず
や
孔
子
王
朝
が
実
現
し
た
は
ず
な
の
に
、
歴

史
的
現
実
は
そ
う
は
な
ら
ず
、
孔
子
は
世
に
入
れ
ら
れ
ぬ
ま
ま
不

遇
の
死
に
追
い
や
ら
れ
た
と
の
怨
念
が
渦
巻
く
。

『
礼
記
』
檀
弓
上
篇
は
、
死
に
臨
ん
だ
孔
子
が
門
人
の
子
貢
に

向
か
い
、
「
夫
れ
明
王
興
ら
ざ
れ
ば
、
而
ち
天
下
は
其
れ
執
れ
か
能

く
予
を
宗
と
せ
ん
。
予
は
殆
ど
将
に
死
せ
ん
と
す
」
と
語
っ
た
と

記
す
。
己
の
オ
能
を
見
出
し
て
禅
誤
し
て
く
れ
る
明
王
が
こ
の
世

に
現
れ
な
か
っ
た
た
め
、
誰
も
自
分
を
王
朝
の
宗
主
に
は
し
な
か

っ
た
と
の
嘆
き
で
あ
る
°
禅
話
に
期
待
し
て
裏
切
ら
れ
た
怨
念
は
、

こ
こ
に
も
深
い
陰
罪
を
刻
ん
で
い
る
°

そ
こ
で
孟
子
も
、
「
生
民
有
り
て
よ
り
以
来
、
未
だ
孔
子
の
ご
と

き
も
の
有
ら
ず
」
「
予
を
以
て
夫
子
を
観
る
に
、
党
・
舜
よ
り
賢
る

こ
と
遠
し
」
（
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
）
と
、
孔
子
は
党
・
舜
す
ら

は
る
か
に
凌
ぐ
人
類
史
上
最
高
の
人
物
だ
っ
た
と
絶
賛
し
つ
つ
、

前
記
の
公
孟
子
と
同
様
の
主
張
を
展
開
す
る
。

莫
之
為
而
為
者
天
也
。
莫
之
致
而
至
者
命
也
。
匹
夫
而
有
天

下
者
、
徳
必
若
舜
萬
而
又
有
天
子
薦
之
者
。
故
仲
尼
不
有
天
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下
。
網
世
以
有
天
下
、
天
之
所
廃
、
必
若
架
紺
者
也
。
故
盆

伊
手
周
公
不
有
天
下
。
（
中
略
）
周
公
之
不
有
天
下
、
猶
盆
之

於
夏
、
伊
弄
之
於
殷
也
。
（
『
孟
子
』
万
章
上
篇
）

之
を
為
す
こ
と
莫
く
し
て
為
る
者
は
天
な
り
。
之
を
致
す
こ

と
莫
く
し
て
至
る
者
は
命
な
り
。
匹
夫
に
し
て
天
下
を
有
つ

者
は
、
徳
必
ず
舜
萬
の
若
く
に
し
て
、
又
た
天
子
の
之
を
薦

む
る
者
有
り
。
故
に
仲
尼
は
天
下
を
有
た
ず
。
世
を
継
ぎ
て

以
て
天
下
を
有
つ
に
、
天
の
廃
す
る
所
と
な
る
は
、
必
ず
架

紺
の
若
き
者
な
り
。
故
に
益
と
伊
手
と
周
公
は
天
下
を
有
た

ず
。
（
中
略
）
周
公
の
天
下
を
有
た
ざ
る
は
、
猶
お
益
の
夏
に

於
け
る
、
伊
手
の
殷
に
於
け
る
が
ご
と
き
な
り
。

公
孟
子
も
孟
子
も
、
党
・
舜
の
禅
譲
伝
説
と
絡
め
る
形
で
、
孔

子
は
天
子
の
推
臆
を
得
て
天
子
と
な
り
、
孔
子
王
朝
を
樹
立
す
べ

き
偉
大
な
聖
人
だ
っ
た
と
主
張
す
る
。
公
孟
子
の
側
は
、
「
聖
王
の

列
す
る
や
、
上
聖
は
立
て
て
天
子
と
為
し
、
其
の
次
は
立
て
て
卿

大
夫
と
為
す
」
と
の
表
現
か
ら
、
『
唐
虞
之
道
』
と
同
じ
く
、
王
位

の
生
前
授
与
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
こ

の
場
合
は
、
型
王
は
在
野
の
聖
人
た
る
孔
子
を
次
の
王
に
指
名
し

て
禅
譲
し
、
自
ら
は
引
退
す
る
と
の
形
態
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
な
る
。

一
方
の
孟
子
の
側
は
、
上
述
の
ご
と
く
、
禅
譲
が
先
君
の
死
後

に
実
施
さ
れ
る
形
態
を
想
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
場
合

は
、
天
子
が
か
つ
て
禅
譲
を
受
け
た
舜
や
萬
に
匹
敵
す
る
有
徳
の

孔
子
を
次
の
天
子
に
推
薦
し
て
補
佐
役
に
任
命
し
、
天
子
が
死
去

し
た
後
、
「
百
里
の
地
を
得
て
之
に
君
た
ら
ば
、
皆
能
く
以
て
諸
侯

を
朝
せ
し
め
て
天
下
を
有
た
ん
」
（
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
）
と
、

天
下
の
人
心
が
孔
子
に
帰
し
て
予
定
通
り
孔
子
王
朝
が
誕
生
す
る

と
の
筋
書
き
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

尭
が
舜
に
禅
譲
し
た
行
為
を
、
「
聖
の
盛
ん
な
る
な
り
」
「
聖
道

備
わ
る
」
「
唐
虞
の
興
る
は
此
く
の
如
き
な
り
」

(
A
)

と
絶
賛
す

る
『
唐
虞
之
道
』
の
著
作
意
図
も
、
公
孟
子
や
孟
子
と
同
様
、
や

は
り
孔
子
が
禅
譲
さ
れ
て
天
子
と
な
ら
な
か
っ
た
歴
史
的
現
実
に

対
す
る
、
無
念
の
思
い
の
表
出
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
冗
翌
。
『
唐

虞
之
道
』
は
上
記
二
通
り
の
方
式
の
中
、
公
孟
子
と
同
じ
く
王
位

の
生
前
授
与
に
強
く
執
着
し
、
な
お
か
つ
わ
が
子
へ
の
血
縁
世
襲

を
は
な
か
ら
除
外
し
た
。
そ
れ
は
こ
の
方
式
の
側
が
、
孟
子
が
指

摘
す
る
よ
う
な
不
確
定
要
素
を
排
除
し
て
、
よ
り
確
実
に
賢
者
へ

の
禅
譲
が
実
行
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

『
唐
虞
之
道
』
の
場
合
も
、
突
き
詰
め
れ
ば
血
縁
世
艇
か
、
非

血
縁
の
禅
譲
か
と
い
っ
た
、
異
質
な
二
つ
の
原
理
の
衝
突
に
行
き

当
た
る
。
だ
が
『
唐
虞
之
道
』
で
は
、
『
孟
子
』
万
章
上
篇
の
よ
う

に
そ
れ
が
表
面
化
せ
ず
、
潜
在
し
た
ま
ま
の
形
を
取
る
。
『
唐
虞
之
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五

道
』
は
「
唐
虞
の
道
は
、
禅
り
て
専
ら
に
せ
ず
」

(
A
)

と
、
間
接

的
総
括
で
は
舜
に
よ
る
萬
へ
の
禅
譲
を
評
価
し
て
置
き
な
が
ら
、

具
体
的
に
名
前
を
出
し
て
舜
が
馬
に
禅
譲
し
た
と
は
言
わ
な
い
。

そ
れ
は
、
馬
へ
の
禅
譲
を
取
り
上
げ
る
と
、
萬
が
血
縁
世
襲
を
開

始
し
た
事
実
に
も
言
及
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
危
険
を
招
く
か
ら

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
『
唐
虞
之
道
』
は
、
「
唐
虞
の
道
」
と
称
し
な

が
ら
も
、
党
か
ら
舜
へ
の
禅
譲
に
の
み
話
題
を
限
定
し
、
舜
か
ら

函
へ
の
禅
譲
に
つ
い
て
は
全
く
の
沈
黙
を
決
め
込
む
。

そ
の
原
因
は
上
述
の
ご
と
く
、
『
唐
虞
之
道
』
が
賢
者
へ
の
生
前

授
与
と
い
う
禅
譲
形
式
に
強
く
こ
だ
わ
り
、
議
論
を
ほ
ぼ
そ
の
一

点
に
集
中
さ
せ
た
た
め
、
王
朝
交
替
に
関
す
る
二
つ
の
原
理
を
ど

う
調
停
す
べ
き
か
と
の
段
階
に
ま
で
議
論
が
昇
華
し
な
か
っ
た
と

こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、
禅
譲
の
み
を
唯
一
正
当
な
手
段
と
規

定
し
た
場
合
、
夏
・
殷
・
周
三
代
の
先
王
を
否
定
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
る
と
の
難
問
に
対
し
て
も
、
一
切
言
及
し
な
い
ま
ま
に
終
わ

っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
最
後
に
『
唐
虞
之
道
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
。
『
唐
虞
之
道
』
が
出
土
し
た
郭
店
一
号
楚
墓
の
造
営
時

期
は
、
戦
国
中
期
の
後
半
、
前
三

0
0
年
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
当
然
『
唐
虞
之
道
』
の
成
立
時
期
は
、

十
年
は
遡
る
こ
と
と
な
る
。

一
方
、
孟
子
の
活
動
時
期
は
、
生
ま
れ
た
の
が
前
三
七

0
年
頃
、

魏
を
訪
れ
て
恵
王
と
会
見
し
た
の
が
前
三
一
九
年
、
次
に
訪
れ
た

斉
で
宣
王
と
意
見
が
対
立
し
、
斉
を
退
去
し
た
の
が
前
三
―
二
年

で
、
宋
・
郡
・
膝
に
滞
在
し
た
後
、
前
三

0
0
年
頃
に
没
し
た
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
孟
子
が
門
人
た
ち
と
『
孟
子
』
の
編
集

を
行
っ
た
の
は
、
前
三

0
五
年
に
魯
の
平
公
の
招
聘
話
が
流
れ
て

引
退
を
決
意
し
た
後
、
最
晩
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
『
孟
子
』
の

成
書
年
代
は
前
三

0
五
年
か
ら
前
三

0
0
年
頃
に
か
け
て
の
時
期

と
考
え
ら
れ
る
。

郭
店
一
号
楚
墓
の
被
葬
者
は
、
君
主
か
ら
高
齢
者
に
賜
与
さ
れ

る
鳩
杖
二
本
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
七
十
歳
を
超
す
老

齢
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
て
み
れ
ば
、
郭
店
一
号
楚
墓

の
墓
主
と
孟
子
は
、
と
も
に
七
十
歳
を
超
す
長
寿
を
保
っ
て
前
三

0
0
年
頃
に
死
亡
し
た
わ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
時
代
を
生
き
た

人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
冒
u21)°

し
た
が
っ
て
こ
の
点
か
ら
は
、

『
孟
子
』
の
成
立
以
前
に
す
で
に
『
唐
虞
之
道
』
は
著
作
さ
れ
て

い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
上
述
し
た
禅
譲

理
論
の
進
展
具
合
か
ら
考
え
て
も
、
『
唐
虞
之
道
』
は
『
孟
子
』
以

前
に
成
立
し
て
い
た
と
判
断
す
る
の
が
順
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

『
唐
虞
之
道
』
が
主
張
す
る
王
位
の
生
前
授
与
が
、
実
際
に
行

前
三

0
0
年
を
数
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わ
れ
た
実
例
が
存
在
す
る
。
前
三
八
年
、
燕
王
噌
は
相
国
の
子

之
に
王
位
を
禅
譲
す
る
。
『
史
記
』
燕
召
公
世
家
は
そ
の
事
情
を
次

の
よ
う
に
説
明
す
る
。

子
之
相
燕
、
費
重
主
覇
。
蘇
代
為
齊
使
干
燕
。
燕
王
問
日
、

齊
王
笑
如
。
到
日
、
必
不
覇
。
燕
王
日
、
何
也
。
封
日
、
不

信
其
臣
。
蘇
代
欲
以
激
燕
王
以
尊
子
之
也
。
於
是
燕
王
大
信

子
之
。
子
之
因
逍
蘇
代
百
金
、
而
聰
其
所
使
。
鹿
毛
壽
謂
燕

王
、
不
如
以
國
譲
相
子
之
。
人
之
謂
党
賢
者
、
以
其
譲
天
下

於
許
由
。
許
由
不
受
。
有
譲
天
下
之
名
、
而
賞
不
失
天
下
。

今
王
以
國
譲
於
子
之
、
子
之
必
不
敢
受
。
是
王
輿
党
同
行
也
。

燕
王
因
隔
國
於
子
之
。
子
之
大
重
。
或
日
、
萬
胞
盆
、
而
以

啓
人
為
吏
。
及
老
而
以
啓
為
不
足
任
乎
天
下
、
博
之
於
盆
゜

已
而
啓
輿
交
窯
攻
盆
奪
之
。
天
下
謂
、
萬
名
偲
天
下
於
盆
、

已
而
賞
令
啓
自
取
之
。
今
王
言
厩
國
於
子
之
、
而
吏
無
非
太

子
人
者
。
是
名
属
子
之
、
而
賞
太
子
用
事
也
。
王
因
収
印
自

三
百
石
吏
已
上
、
而
妓
之
子
之
。
子
之
南
面
行
王
事
、
而
噌

老
不
聴
政
、
顧
為
臣
、
固
事
皆
決
於
子
之
。

子
之
は
燕
に
相
た
り
て
、
貴
重
に
し
て
断
を
主
る
。
蘇
代
は

燕
の
為
に
斉
に
使
す
。
燕
王
問
い
て
日
く
、
斉
王
は
笑
如
と
。

対
え
て
曰
く
、
必
ず
覇
た
ら
ざ
ら
ん
と
。
燕
王
日
く
、
何
ぞ

や
と
。
対
え
て
日
く
、
其
の
臣
を
信
ぜ
ず
と
。
蘇
代
は
以
て

燕
王
を
激
し
て
以
て
子
之
を
尊
く
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
是

に
於
て
燕
王
は
大
い
に
子
之
を
信
ず
。
子
之
は
因
り
て
蘇
代

t
か

に
百
金
を
遺
り
て
、
其
の
使
う
所
に
聴
す
。
鹿
毛
壽
は
燕
王

に
謂
う
、
国
を
以
て
相
の
子
之
に
譲
る
に
如
か
ず
。
人
の
党

を
賢
な
り
と
謂
う
は
、
其
の
天
下
を
許
由
に
譲
る
を
以
て
な

り
。
許
由
は
受
け
ず
。
天
下
を
譲
る
の
名
有
り
て
、
而
し
て

実
は
天
下
を
失
わ
ず
。
今
、
王
国
を
以
て
子
之
に
譲
ら
ば
、

子
之
は
必
ず
敢
て
受
け
ざ
ら
ん
。
是
れ
王
は
尭
と
行
い
を
同

じ
く
す
る
な
り
と
。
燕
王
は
因
り
て
国
を
子
之
に
属
す
。
子

之
は
大
い
に
重
し
。
或
る
ひ
と
日
く
、
馬
は
益
を
薦
む
る
も
、

啓
の
人
を
以
て
吏
と
為
す
。
老
す
る
に
及
び
て
啓
を
以
て
天

下
を
任
す
に
足
ら
ず
と
為
し
、
之
を
益
に
伝
う
。
已
に
し
て

啓
は
交
党
と
与
に
益
を
攻
め
て
之
を
奪
う
。
天
下
謂
く
、
萬

は
名
は
天
下
を
益
に
伝
う
れ
ど
も
、
已
に
し
て
実
は
啓
を
し

て
自
ら
之
を
取
ら
し
む
と
。
今
、
王
は
国
を
子
之
に
属
す
と

言
う
も
、
而
し
て
吏
は
太
子
の
人
に
非
ざ
る
者
無
し
。
是
れ

名
は
子
之
に
属
す
も
、
而
し
て
実
は
太
子
事
を
用
う
る
な
り

と
。
王
は
因
り
て
印
三
百
石
の
吏
よ
り
已
上
を
収
め
て
、
之

'‘4
9
 

を
子
之
に
放
す
。
子
之
は
南
面
し
て
王
事
を
行
い
て
、
噌
は

老
い
た
り
と
し
て
政
を
聴
か
ず
、
顧
り
て
臣
と
為
り
、
国
事

は
皆
子
之
に
決
す
。
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蘇
代
は
燕
王
噌
に
対
し
、
か
ね
て
自
分
と
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た

子
之
の
権
力
を
高
め
る
べ
く
工
作
を
開
始
す
る
。
蘇
代
の
意
を
受

け
た
鹿
毛
壽
は
、
党
が
許
由
に
天
下
を
譲
ろ
う
と
し
た
故
事
を
引

き
合
い
に
出
し
て
、
子
之
に
王
位
を
譲
る
よ
う
勧
め
る
。
燕
王
は

そ
の
提
案
を
受
け
て
国
政
を
子
之
に
委
ね
る
。
さ
ら
に
あ
る
人
物

は
、
萬
が
益
に
禅
譲
し
よ
う
と
し
な
が
ら
、
結
局
は
わ
が
子
の
啓

が
益
を
攻
め
て
血
縁
世
襲
し
た
事
例
を
持
ち
出
し
て
燕
王
を
説
得

し
、
太
子
平
の
息
の
か
か
っ
た
高
級
官
吏
を
罷
免
し
て
、
子
之
が

名
実
と
も
に
実
権
を
掌
握
で
き
る
よ
う
画
策
す
る
。
燕
王
噌
は
老

齢
を
理
由
に
引
退
し
て
臣
下
の
籍
に
下
り
、
「
子
之
は
南
面
し
て
王

事
を
行
い
」
、
「
国
事
は
皆
子
之
に
決
す
」
る
に
至
る
。
こ
の
譲
位

事
件
は
、
ま
さ
し
く
『
唐
虞
之
道
』
が
主
張
す
る
王
位
の
生
前
授

与
が
、
実
行
に
移
さ
れ
た
事
例
と
言
え
る
。
こ
れ
に
似
た
事
例
は
、

魏
で
も
発
生
し
て
い
る
。

魏
悪
王
謂
悪
子
日
、
上
世
之
有
固
必
賢
者
也
。
今
寡
人
宵
不

若
先
生
。
願
得
俯
國
。
悪
子
辟
。
王
又
固
請
日
、
寡
人
葵
有

之
國
於
此
者
也
。
而
博
之
賢
者
、
民
之
貪
争
之
心
止
突
。
欲

先
生
之
以
此
聴
非
人
也
。
悪
子
日
、
若
王
之
言
、
則
施
不
可

而
聴
突
。
王
固
萬
乗
之
主
也
。
以
國
輿
人
猶
尚
可
。
今
施
布

衣
也
。
可
以
有
萬
乗
之
國
而
辟
之
。
此
其
止
貪
争
之
心
愈
甚

也
。
悪
王
謂
恵
子
日
、
古
之
有
國
必
賢
者
也
。
夫
受
而
賢
者

舜
也
。
是
欲
悪
子
之
為
舜
也
。
夫
辟
而
賢
者
許
由
也
。
是
悪

子
欲
為
許
由
也
。
博
而
賢
者
党
也
。
是
恵
王
欲
為
党
也
。
発

舜
許
由
之
作
、
非
獨
偲
舜
而
由
辟
也
。
他
行
稲
此
。
今
無
其

他
、
而
欲
為
党
舜
許
由
。
故
悪
王
布
冠
而
拘
於
郵
。
齊
威
王

幾
弗
受
。
悪
子
易
衣
嬰
冠
、
乗
輿
而
走
、
幾
不
出
乎
魏
境
。

凡
自
行
不
可
以
幸
為
必
誠
。
（
『
呂
氏
春
秋
』
審
応
覧
不
屈
篇
）

魏
の
恵
王
恵
子
に
謂
い
て
日
く
、
上
世
の
国
を
有
つ
者
は
必

ず
賢
者
な
り
。
今
、
寡
人
は
実
に
先
生
に
若
か
ず
。
願
わ
く

ば
国
を
伝
う
る
を
得
ん
と
。
恵
子
辞
す
。
王
は
又
た
固
く
請

い
て
日
く
、
寡
人
は
之
の
国
を
此
に
有
す
る
莫
き
者
な
り
。

而
し
て
之
を
賢
者
に
伝
う
れ
ば
、
民
の
貪
争
の
心
は
止
ま
ん
。

先
生
の
此
を
以
て
寡
人
に
聴
か
ん
こ
と
を
欲
す
る
な
り
と
。

恵
子
日
く
、
王
の
言
の
若
け
れ
ば
、
則
ち
施
は
而
て
聴
く
べ

か
ら
ざ
る
な
り
。
王
は
固
よ
り
万
乗
の
主
な
り
。
国
を
以
て

な

人
に
与
う
れ
ば
、
猶
尚
可
な
り
。
今
、
施
は
布
衣
な
り
。
以

て
万
乗
の
国
を
有
つ
べ
く
し
て
、
而
も
之
を
辞
さ
ば
、
此
れ

其
の
貪
争
の
心
を
止
む
る
こ
と
愈
い
よ
甚
だ
し
と
。
恵
王
恵

子
に
謂
い
て
日
く
、
古
え
の
国
を
有
つ
者
は
必
ず
賢
者
な
り

と
。
夫
れ
受
け
て
賢
な
る
者
は
舜
な
り
。
是
れ
恵
子
の
舜
為

ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
な
り
。
夫
れ
辞
し
て
賢
な
る
者
は
許
由
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な
り
。

是
れ
恵
子
の
許
由
為
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
な
り
。
伝

え
て
賢
な
る
者
は
尭
な
り
。
是
れ
恵
王
の
党
為
ら
ん
こ
と
を

な

欲
す
る
な
り
。
党
・
舜
・
許
由
の
作
す
は
、
独
り
舜
に
伝
え

か
な

て
由
辞
す
る
の
み
に
は
非
ざ
る
な
り
。
他
の
行
い
此
に
称
う
。

今
、
其
の
他
無
く
し
て
、
党
・
舜
•
許
由
為
ら
ん
こ
と
を
欲

す
。
故
に
恵
王
は
布
冠
し
て
郵
に
拘
わ
れ
、
斉
の
威
王
は
幾

ど
受
け
ず
。
恵
子
は
衣
を
易
え
冠
を
変
じ
、
輿
に
乗
り
て
走

る
に
、
幾
ど
魏
の
境
を
出
で
ず
。
凡
そ
自
行
は
幸
を
以
て
必

誠
と
為
す
べ
か
ら
ず
。

魏
の
恵
王
は
、
「
上
世
の
国
を
有
つ
者
は
必
ず
賢
者
な
り
。
今
、

寡
人
は
実
に
先
生
に
若
か
ず
。
願
わ
く
ば
国
を
伝
う
る
を
得
ん
」

と
の
理
由
か
ら
、
宰
相
の
恵
施
に
王
位
を
譲
ろ
う
と
す
る
。
こ
れ

は
不
屈
篇
が
後
文
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
党
・
舜
•
許
由
な
ど
の

禅
譲
伝
説
を
強
く
意
識
し
た
発
言
で
あ
ろ
う
。
恵
施
は
た
だ
ち
に

辞
退
す
る
。
だ
が
恵
王
は
、
自
分
の
意
図
は
、
君
主
の
地
位
に
執

着
せ
ず
、
賢
者
に
国
を
譲
る
行
為
に
よ
り
、
民
衆
の
利
益
を
貪
り

争
う
心
を
抑
止
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
是
非

受
諾
す
る
よ
う
に
と
重
ね
て
要
請
す
る
。
す
る
と
恵
施
は
、
民
が

貪
欲
に
利
益
を
争
い
合
う
風
潮
を
押
し
止
め
る
に
は
、
大
国
の
君

主
が
そ
の
地
位
を
他
人
に
与
え
る
よ
り
も
、
一
介
の
士
が
大
国
の

君
主
の
地
位
を
辞
退
す
る
方
が
、
よ
ほ
ど
効
果
的
だ
と
し
て
再
度

辞
退
す
る
。

恵
施
が
魏
に
姿
を
現
し
て
恵
王
の
信
任
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
前
三
四
三
年
の
馬
陵
の
敗
戦
後
、
楚
の
力
を
利
用
し
て
斉

に
復
菩
す
る
計
略
を
成
功
さ
せ
て
か
ら
で
、
恵
王
は
恵
施
を
宰
相

に
任
命
し
て
仲
父
と
尊
称
し
、
つ
い
に
は
王
位
を
譲
ろ
う
と
す
る
。

と
こ
ろ
が
前
三
二
二
年
、
張
儀
の
連
衡
策
が
魏
の
政
権
内
で
優
勢

を
占
め
、
斉
・
楚
と
連
合
し
て
秦
に
対
抗
せ
ん
と
し
た
恵
施
は
孤

立
し
、
「
張
儀
、
恵
子
を
魏
よ
り
逐
う
。
恵
子
楚
に
之
く
」
（
『
戦

国
策
』
楚
策
）
と
、
恵
施
は
魏
を
退
去
す
る
。
し
た
が
っ
て
恵
王

が
恵
施
に
王
位
を
譲
ろ
う
と
し
た
の
は
、
前
三
三

0
年
代
の
こ
と

と
思
わ
れ
る
祠
祁
）

0

燕
王
噌
が
子
之
に
王
位
を
譲
っ
た
の
は
前
三
一
九
年
で
あ
る
か

ら
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
燕
と
斉
で
似
た
よ
う
な
禅
譲
事
件
が
発
生

し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
き
の
背
景
に
は
、
『
唐
虞
之
道
』

や
そ
れ
に
類
す
る
文
献
が
流
布
し
て
い
て
、
君
主
は
生
涯
君
主
の

地
位
を
独
占
し
た
り
せ
ず
、
宰
相
に
指
名
し
た
賢
者
に
王
位
を
生

前
授
与
し
て
引
退
す
べ
き
だ
と
の
主
張
が
影
郷
齊
を
与
え
た
可
能
性

が
あ
る
。
こ
の
点
と
、
前
述
し
た
郭
店
一
号
楚
墓
の
造
営
時
期
や

孟
子
の
活
動
時
期
を
考
え
併
せ
れ
ば
、
『
唐
虞
之
道
』
の
成
書
年
代

は
や
は
り
『
孟
子
』
に
先
行
し
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

(19) 



(
1
)
拙
稿
「
郭
店
楚
簡
『
唐
虞
之
道
』
の
著
作
意
図
ー
禅
誤
と
血
縁
相

続
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
大
久
保
陥
郎
教
授
退
官
記
念
論
集
洒
意
と

は
何
か
』
東
方
懃
店
・
ニ

0
0
一
年
十
二
月
）
。

(
2
)
周
鳳
五
「
郭
店
楚
墓
竹
簡
〈
唐
虞
之
道
〉
新
秤
」
（
『
中
央
研
究
院

歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
七
十
本
第
三
分
・
一
九
九
九
年
九
月
）
。

(
3
)
張
光
裕
主
編
『
郭
店
楚
簡
研
究
第
一
巻
文
字
編
』
（
褻
文
印
書

舘
•
一
九
九
九
年
）
、
陳
偉
「
郭
店
楚
簡
別
繹
」
（
『
江
漢
考
古
』
一
九

九
八
年
第
四
期
・
一
九
九
八
年
十
一
月
）
、
同
「
本
文
復
原
是
一
項
長

期
熊
巨
的
工
作
」
（
『
湖
北
大
學
學
報
』
哲
學
社
會
科
學
版
一
九
九
九

ー
ニ
・
一
九
九
九
年
三
月
）
、
李
零
「
郭
店
楚
簡
校
語
記
」
（
『
道
家
文

化
研
究
』
第
十
七
輯
•
三
聯
書
店
・
一
九
九
九
年
八
月
）
、
磨
名
春
「
郭

店
楚
簡
《
成
之
間
之
》
、
《
唐
虞
之
道
》
篇
輿
《
尚
書
》
」
（
『
中
國
史
研

究
』
一
九
九
九
ー
三
、
一
九
九
九
年
八
月
）
、
李
天
虹
「
郭
店
楚
簡
文

字
雑
樗
」
（
武
漢
大
學
中
國
文
化
研
究
院
等
主
琲
『
郭
店
楚
簡
國
際
學

術
研
討
會
論
文
雁
編
』
一
、
武
漢
大
學
洛
珈
山
荘
•
一
九
九
九
年
十

月
）
、
劉
釧
「
讀
郭
店
楚
簡
字
詞
札
記
（
一
）
」
（
武
漢
大
學
中
國
文
化

研
究
院
等
主
朔
『
郭
店
楚
簡
國
際
學
術
研
討
會
論
文
雁
編
』
一
、
武

洪
大
學
塔
珈
山
荘
・
一
九
九
九
年
十
月
）
、
黄
錫
全
「
『
唐
虞
之
道
』

疑
難
字
句
新
探
」
（
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
編
『
長
沙
三
國
呉
簡
醤

注

百
年
束
簡
吊
登
現
輿
研
究
國
際
學
術
研
討
會
論
文
集
』
中
華
書
店
・

二
0
0
五
年
）
、
陳
斯
鵬
「
郭
店
楚
筵
竹
簡
考
繹
補
正
」
（
『
華
學
』
第

四
輯
・
ニ

0
0
0年
八
月
）
、
同
「
郭
店
楚
簡
文
字
研
究
綜
述
」
（
『
華

學
』
第
五
輯
・
ニ

O
O
一
年
十
二
月
）
、
同
「
郭
店
楚
簡
解
讀
四
則
」

（
『
古
文
字
研
究
』
第
二
十
四
輯
・
ニ

0
0
二
年
じ
月
）
、
黄
徳
寛
・

徐
在
國
「
郭
店
楚
簡
文
字
考
繹
」
（
『
吉
林
大
學
古
籍
整
理
研
究
所
建

所
十
五
周
年
紀
年
論
文
集
』
吉
林
大
學
出
版
社
・
一
九
九
八
年
十
二

月
）
、
同
『
郭
店
楚
簡
文
字
縦
考
』
（
『
江
漢
考
古
』
一
九
九
九
年
第
二

期
•
一
九
九
九
年
）
等
。

(
4
)
文
物
出
版
社
・
一
九
九
八
年
。

(
5
)
原
釈
文
は
「
勁
」
を
「
均
」
と
す
る
。
陳
偉
氏
は
「
恕
」
と
釈
読

し
て
「
憂
」
の
意
に
解
す
る
。
周
腺
五
氏
は
「
檻
」
と
釈
読
す
る
。

李
零
氏
は
「
貪
」
と
釈
読
す
る
。
劉
釧
氏
は
「
句
」
声
の
音
通
に
よ

り
「
困
」
と
解
釈
す
る
。
黄
錫
全
氏
は
「
齢
」
と
隷
定
し
て
「
玲
」

の
異
体
字
と
す
る
。
今
、
黄
錫
全
氏
の
説
に
従
っ
て
「
玲
」
に
釈
読

し
て
置
く
。

(
6
)
原
文
は
「
全
」
。
周
鳳
五
氏
は
「
約
」
と
釈
読
し
て
「
貧
困
」
の
意

に
解
す
る
。
李
零
氏
は
「
没
」
「
歿
」
に
釈
読
し
て
「
死
没
」
の
意
に

解
す
る
。
黄
徳
寛
•
徐
在
國
・
黄
錫
全
•
陳
斯
鵬
•
劉
釧
の
諸
氏
は

皆
「
拓
」
に
釈
読
し
て
「
損
」
の
異
体
と
し
、
「
失
」
「
損
」
「
滅
」
の

意
に
解
す
る
。
上
記
の
諸
説
は
「
今
而
弗
利
」
の
句
を
上
の
「
身
窮

不
玲
」
と
同
じ
意
味
内
容
と
捉
え
、
た
と
え
わ
が
身
が
困
窮
•
死
没
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し
よ
う
と
も
、
決
し
て
自
己
の
私
利
を
図
っ
た
り
し
な
い
と
の
方
向

で
解
釈
す
る
と
の
共
通
性
を
示
す
。
だ
が
『
唐
虞
之
道
』
に
お
い
て

「
弗
利
」
は
、
「
党
舜
之
王
、
利
天
下
而
弗
利
也
」
と
か
、
「
利
天
下

而
弗
利
也
、
仁
之
至
也
」

(
A
)
と
、
自
ら
が
王
位
に
あ
っ
て
天
下
を

所
有
し
て
い
て
も
、
そ
れ
を
自
分
の
利
益
と
は
考
え
な
い
と
の
文
脈

で
の
み
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
今
」
は
天
下
に
王
と
し

て
君
臨
す
る
と
の
意
味
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
半
分
の
「

d
」

は
古
文
の
「
包
」
に
形
が
近
似
し
て
お
り
、
下
半
分
の
「
『
」
は
「
又
」
、

す
な
わ
ち
「
有
」
で
あ
る
，
そ
こ
で
合
文
符
号
は
見
え
な
い
も
の
の
、

私
見
に
よ
り
「
包
有
」
と
釈
読
し
た
。
あ
る
い
は
「
句
」
一
字
で
包

み
有
つ
意
味
を
表
す
文
字
が
、
古
文
に
は
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
ろ

ぅ
。
こ
の
場
合
、
上
の
「
身
窮
不
玲
」
と
下
の
「
包
有
而
弗
利
」
は
、

反
対
の
意
味
内
容
、
す
な
わ
ち
、
舜
は
困
窮
の
中
に
あ
っ
て
も
苦
し

い
と
は
思
わ
ず
、
王
と
な
っ
て
か
ら
も
天
下
の
所
有
を
自
分
の
利
益

と
は
思
わ
な
か
っ
た
と
の
意
味
に
な
る
。
こ
れ
と
同
様
の
構
造
の
対

句
的
表
現
は
、
「
舜
は
草
茅
の
中
に
居
る
も
憂
え
ず
、
射
ら
天
子
と
為

る
も
翡
ら
ず
。
草
茅
の
中
に
居
る
も
憂
え
ざ
る
は
、
命
を
知
れ
ば
な

り
。
射
ら
天
子
と
為
る
も
邸
ら
ざ
る
は
、
流
さ
れ
ざ
れ
ば
な
り
」
と

か
、
「
方
に
下
位
に
在
る
も
、
匹
夫
を
以
て
軽
し
と
為
さ
ず
。
其
の
天

下
を
有
つ
に
及
ぶ
や
、
天
下
を
以
て
重
し
と
為
さ
ず
」
と

D
に
も
見

え
る
。

(
7
)
こ
の
欠
字
部
分
に
つ
い
て
、
周
鳳
五
氏
は
三
字
分
の
欠
損
が
あ
る

と
し
て
「
道
如
此
」
を
補
う
。
陳
偉
氏
は
二
字
分
の
欠
落
だ
と
し
て

「
興
也
」
を
補
い
、
第
十
三
簡
に
接
続
さ
せ
る
。
残
欠
字
の
上
端
が

わ
ず
か
に
見
え
る
が
、
「
興
」
の
上
端
と
形
が
似
て
い
る
た
め
、
私
見

に
よ
り
「
興
如
此
」
の
三
字
を
補
っ
て
置
く
。

(
8
)
原
文
は
「
大
教
」
。
装
錫
圭
氏
の
原
注
が
「
太
學
」
と
読
む
べ
き
だ

と
す
る
の
に
従
う
。

(
9
)
原
釈
文
は
「
選
」
に
隷
定
す
る
が
、
周
鳳
五
氏
は
「
逗
」
に
隷
定

し
た
上
で
、
庶
声
の
音
通
で
「
績
」
と
釈
読
す
べ
き
だ
と
言
う
。
今
、

こ
の
説
に
従
う
。

(10)

こ
の
欠
字
に
つ
い
て
、
周
鳳
五
氏
は
「
也
」
を
補
い
、
李
零
氏
は

「
生
」
を
補
う
。
こ
こ
で
は
李
零
氏
に
従
っ
て
「
生
」
を
補
っ
て
置

＜
 

(11)

こ
の
欠
字
部
分
に
つ
い
て
、
陳
偉
氏
は
「
伯
夷
主
」
の
三
字
を
補

っ
た
上
で
、
第
十
簡
と
第
十
二
簡
を
接
続
さ
せ
る
べ
き
だ
と
言
う
。

今
、
下
文
の
「
菱
守
栗
」
に
合
わ
せ
て
「
伯
夷
守
」
の
三
字
を
補
っ

た
上
で
、
陳
偉
説
に
従
っ
て
第
十
簡
と
第
十
二
簡
を
接
続
さ
せ
た
。

(12)

原
文
は
「
遜
民
教
」
。
誤
倒
と
思
わ
れ
る
の
で
、

B
の
「
教
民
有
尊

也
」
「
教
民
有
親
也
J

「
教
民
有
敬
也
」
「
教
民
孝
也
」
「
教
民
悌
也
」

な
ど
に
合
わ
せ
て
「
教
民
遜
」
に
改
め
た
。

(13)

こ
の
欠
字
部
分
に
つ
い
て
周
鳳
五
氏
は
「
也
」
を
補
う
が
、
軽
重

の
対
応
と
見
て
「
重
」
を
補
つ
て
匝
く
。
ま
た
第
十
三
簡
の
最
後
に

位
置
す
る
欠
字
に
つ
い
て
は
、
「
虞
」
を
補
う
李
零
氏
に
従
っ
た
。
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(14)

こ
の
欠
字
部
分
に
つ
い
て
、
李
零
氏
は
「
治
」
を
「
始
」
と
し
た

上
で
、
「
義
恒
絶
、
夏
始
也
」
と
、
「
絶
夏
」
の
二
字
を
補
う
。
こ
の

文
章
は
虞
と
夏
の
統
治
を
解
説
す
る
が
、
「
祠
而
不
専
」
は
虞
に
の
み

妥
当
す
る
の
で
、
私
見
に
よ
り
「
虞
之
」
二
字
を
補
つ
た
。

(
1
5
)原
文
は
「
生
」
で
あ
る
が
、
梁
濤
•
哀
文
「
『
唐
虞
之
道
』
注
釈
」

（
簡
吊
文
献
工
作
坊
•
香
港
中
文
大
學
．
會
諮
論
文
・
ニ

0
1
0

年

八
月
）
が
「
升
」
と
す
る
の
を
参
考
に
、
「
昇
」
に
改
め
た
。

(16)

こ
の
欠
字
部
分
に
つ
い
て
、
李
零
氏
は
「
賢
雖
」
の
二
字
を
補
い
、

周
鳳
五
氏
は
「
命
而
」
を
補
う
。
こ
の
箇
所
は
「
仁
以
逢
時
」
ま
で

は
尭
に
関
す
る
記
述
で
あ
り
、
「
未
嘗
」
以
降
は
舜
に
関
す
る
記
述
で

あ
る
。
と
す
れ
ば
「
聖
以
遇
命
」
の
句
が
党
の
事
例
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
「
未
営
遇
□
口
」
は
舜
の
不
遇
な
前
半
生
を
述
べ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
周
鳳
五
氏
に
従
っ
て
「
命
而
」
を
補
つ
て
置
く
。

(17)

こ
の
欠
字
部
分
に
は
、
李
零
氏
に
従
っ
て
「
夫
唯
」
を
補
っ
た
。

(18)

こ
の
欠
字
部
分
に
つ
い
て
、
李
零
氏
は
「
天
下
」
二
字
を
、
周
鳳

五
氏
は
「
養
生
命
」
三
字
を
、
陳
偉
氏
は
「
性
命
」
二
字
を
補
う
。

上
文
に
「
養
省
（
性
）
命
之
正
」
と
あ
る
の
で
、
陳
偉
氏
に
従
っ
て

「
性
命
」
二
字
を
補
つ
て
置
く
。
な
お
第
十
一
簡
と
第
十
二
簡
は
文

義
が
接
続
し
な
い
。
梁
濤
•
哀
文
両
氏
の
説
に
従
っ
て
第
十
一
簡
を

第
二
十
二
簡
の
前
に
移
し
た
。

(19)
第
二
十
三
簡
末
の
六
字
分
の
欠
字
に
つ
い
て
、
周
鳳
五
氏
は
「
ロ

□
口
知
其
能
」
と
し
、
李
零
氏
は
「
象
□
口
知
其
能
」
と
す
る
。
だ

が
こ
の
箇
所
は
、
上
文
の
「
聞
舜
孝
、
知
其
能
挫
天
下
之
老
也
」
や

「
聞
舜
悌
、
知
其
能
事
天
下
之
長
也
」
と
似
通
っ
た
構
文
だ
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
の
で
、
私
見
に
よ
り
「
知
其
能
治
天
下
」
の
六
字
を
補

っ
た
。

(
2
0
)
原
釈
文
は
「
盾
旬
」
。
周
鳳
五
氏
は
「
君
」
は
「
含
」
の
訛
体
で
、

「
准
」
は
「
鍼
」
に
読
む
べ
き
だ
と
す
る
。
ま
た
「
旬
」
は
言
声
で

あ
る
か
ら
「
隠
」
と
読
む
べ
き
だ
と
す
る
。
今
、
周
鳳
五
説
に
従
う
。

(
2
1
)
原
釈
文
は
「
治
之
、
至
養
不
肖
乱
之
、
至
滅
賢
」
と
区
切
る
が
、

周
鳳
五
氏
の
説
に
従
っ
て
「
治
之
至
、
接
不
肖
。
乱
之
至
、
滅
究
」

に
改
め
た
。

(22)
第
二
十
八
簡
の
後
に
は
欠
簡
が
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。

(23)

こ
の
点
に
関
す
る
詳
細
は
、
拙
著
『
孔
子
神
話
』
（
岩
波
書
店
・
一

九
九
七
年
二
月
）
参
照
。

(24)

郭
店
一
号
楚
墓
の
造
営
年
代
に
つ
い
て
は
、
浅
野
裕
一
編
『
古
代

思
想
史
と
郭
店
楚
簡
』
（
汲
古
書
院
・
ニ

0
0
五
年
十
一
月
）
参
照
。

(
2
5
)
恵
施
の
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
古
代
中
国
の
言
語
哲

学
』
（
岩
波
書
店
・
ニ

0
0
三
年
八
月
）
参
照
。

(22) 


